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Composite dike from Kami-ina, Nagano Prefecture 


A O36 «38 = £ (Kiyohiko Ishii)* 
ti HH 良夫 (Yoshio Ueda)* 


Abstract: In July, 1953, the writers had an opportunity to survey 
the geology of Kami-ina, Nagano Prefecture. At that time many dikes 
were observed in its northern part. This paper describes mainly the 
chemical aspects of one of these dikes with very notable chilled-margins. 
Augite-porphyrite dike is intrusive into chert and composite in character, 
exhibiting very fine grained chilled-margins and a porphyritic central 
portion. There is no recognizable boundary, but an appreciable difference 
in composition between the chilled-margin rock and the central-pcrtion 
rock. The chilled-margins show a higher content of FeO, CaO, Na,O, MgO 
and CO,, buat a lower content of SiO, and K,O, than does the porphyritic 
central portion. This arrangement of chemical composition may be 
explained on the theory of crystallization differentiation, except the 
irregularity of Na,O content cwing io the fact of mainly albitization, 
carbonization and chloritization. The dark margins correspord to an 
early stage of crystallization and light central portions of silicic composition 
correspond to a later period of crystallization. 
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昭和 28 He, LER ARMAMTHAO RB LOCRAIURO MF 
SRO WW AUAe AORE, LA IARI HA, REA RTT ic BK 
の 岩 脈 が 露出 し , ZION CRE ORD AAU CF v— be 
くる も の は 非常 に 明瞭 な 急冷 層 縁 相 を 示し , Pe BC OCIA he i 
度 を 異 に する も の が あぁ つた (Index map BR), HO ligt & AM & Ofnl 
EE ESO fa eR 岩 相 変化 の 
不 連 続 に よる 境界 部 と 認め ちら れる も の は 紫 の 過 脈 中 に は 存在 し な い 。 筆 者 
SEM SCA CAME Mi 7 2 4 MON ER 
し , 之 に つい て 化学 分 析 , 分 光 分 析 等 を 試み た 。 試 料 は 一 見 新鮮 な 如く 見 
i ee ni i 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 夏物 破 床 学 教室 
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Index map 


CEE OE REMORERL OC SORGR5 NS. 
報告 に 当り 研究 の 機会 を 与え られ た 長野 県 資源 調査 研究 会 の 関係 講 捧 , 
並び に 高橋 純一 前 信州 大 学 々 長 に 対し 深謝 の 意 を 表す る 。 
Il 2 A 
SLR OD Ms LPR RR ey 日 影 人 の 東方 約 2.9 FOL CHO 
CT, #MNSO°E, FAL HBILOKF V— Be BAWICR< LOT, 東西 
Fig. 1. pen pied section of the dike. AIO WRIA CHOAELAA 
: \; | に は 約 30 米 の 巾 で 連続 的 な 
好 露 出 が 見 られ る 。 試 料 は 紫 
の 志 出 に 於 て 東側 の 接触 部 か 
ら 西 方 即ち 岩 脈 の 内 部 に 向 つ 
て 夫々 0.5m, 0.3m, 0.5m, 
1.5m の 間隔 で No.l ge 
No.4 $C 4 fe HERRULR 
Fig. 2. The relation of each specimens (第 1,284) 6 No.4 ょ うり 内 部 の 
from a contact. % OMA AHLANAAK A ES 
aoe i A CRRA bE & Bide 
と する pyroxene porphyrite 
で あめ る No が SN oS 
ClLIGSALO Ra ae ART Seda 
he tA, Z OMB ii Re 
寺西 が 粗く なり, fd wt 
RN Z,- No.4 
(LEH 72 ELAR & NL, Beda 
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の 大 さき は 約 1.5 IETS, BROMSOMMELHOT Nos 
く , 細 灯 で あつ て No.2 と 略 同様 で ある (第 3 図 )。 


Fig. 3. Photo—micrographs of each specimens 


No.1 RK, 5éa6 


No.2 灰 緑色 , séaeRt 


粒状 ( 結 品 の 大 さき 平均 0:1mm), SRA, 緑 泥 石 , 方 解 


(EMOKS ZH 0.3mm), SRA, MVEA, 方 解 石 , 磁 


No.3 RE, BALE (OK S FY 0.8mm), SRA, MVE, TEA, 


FRA, BREE, 正 長石 (少量 ) 


No.4 帯 自 緑 灰色 , SABER GEROKE FH 1dbmm, 右 基 の 大 き 平 均 0.3mm), 
HE (SEA, aA. WER. AE: SRA MIR, Pe, OR 


AB, BER, ERA (SE) 
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Zo 4 li OBR IAECPE Re 0 CB RORMED, AHRAGERL, 
倖 長石 は 曹長 石化 作用 を 受け て 低い 複 尾 折 を 示し て いる 。 No.1, No.2 の 
普通 煙 石 は 橋 く 方 解 石 若 し く は 緑 泥 石 に 変り , No.3, No.4 (ca 
が 残 つ て いる が , その 周辺 部 が 一 部 方 解 右 に 変化 し て いる も の も ある 。 其 
石 に は 一 部 絹 雲 母 化 作 用 を 受け て いる も の が 見 られ る 。 之 等 の 変質 作用 は 
周縁 部 に 近づく 程 若 し い 。 


I 分析 結 R 


化学 分 析 の 結果 は 第 1 表 に 示し た 如く で , 各 試料 共 HLO+ WHO: 
成 岩 より 著しく 多く あら われ て いる が , 之 の 大 部 分 は 緑 泥 石化 作用 に よる 
緑 泥 右 に 起因 する も の で ある ろう 。 人 第 4 図 で は 横 軸 に 各 試 料 の 接触 部 か ら の 
PERE, 縦 軸 に は 各 酸 化物 の 重量 % を と つて 表わし た 。 此 の 図 で も 明か な 
如く No.2, No.3 の 試料 は 色 , 結晶 度 は 異 る が , 分 析 結 果 で は 各 酸 化物 と も 
非常 に 近似 し た 値 を 示し て いる 。 ERB tMCK ix Si0,, Al,O;, K,O 
を 除き 他 の 酸化 物 FeO, CaO, MgO, Na;O 等 は 周縁 部 か ら 中 心 部 に 進む 
FS EARL TWA, Al,Os, MeO に 於 て は No:2』 No.3 で 最大 値 が 見 ら 
れる 。 SiO, は 試料 の 内 , 最 周 縁 部 の No.l CH 519% で ある が , POMBO 
No.4 it 609% 4 ORL, ZORIUIE DO YCSBRA CWS 


Wailer Ie Chemical composition of specimens of each portions in the 
dike. Analyst: Yoshio Ueda. 


No.} No.2 No.3 No.4 
— ew one gfe. Ee neg ee ele ee eae Ae oe 
SiO | 51.54 52.63 52.38 | 59.91 
Al,O | 17.76 20.05 20.36 | 19.16 
Fe,O | 0.97 0.78 0.76 | 0.30 
FeO 7.96 6.99 pete 43 
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Wig. 4. Chemical variation diagram for specimens of each portions 
in the dike BF A 


Nol Ne M3 M4 


Oxide Fe centage 


Distance from a contact 


第 5 図 に は 分 析 結 果 か ら 人 算出 し た ノル ム 重 量 比 を 縦 軸 に , KORO 
か ら の 忠次 を 横 還 に と つて 示し た 。 岩 脈 の 内 部 の も の 程 , quartz, ortho- 
clase, corundum は 増加 を 示し , hypersthene, albite, anorthite, 
magnetite, ilmenite, calcite は 減少 を 示し て いる 。 成 酸化 作用 , EG 


Table 2. Norms (wt%) of specimens of table 1. 

No.1 No.2 No.3 | No.4 
Quartz 2.88 6.30 4.682. 22.62 
Corundum 1.84 6.61 4.69 7.04 
Orthoclase 5.00 5.56 | 5.56 9.45 
Albite 34.58 34.06 34.06 | QO. 
Anorthite 22.80 18.63 | 21.96 15.01 
Hypersthene 23.00 21.65 21.68 14.16 
Magnetite heey) 1.16 | 1.16 | 0.46 
Ilmenite _0.986 0.76 fos. | owe 
Apatite 0.34 0.34 0.34 | 0.34 
Calcite 5.80 3.60 3.60 2.80 
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ILVEFHORESIL calcite, albite の 増加 に よ ょ つて 周縁 部 程 状 し く 表 われ て 
WAo> 


Fig. 5. Norm variation diagram for specimens of each pertions 


in the dike 


No] No2 M3 No, 4 


Norm percentage 


Distance from a contact 


No.2 と No.3 の 分 析 値 を 平均 し て No.2-No.3 &L,Z%4 No.1, No.4 
の 3 個 に 就 て 夫々 の SiO, 重量 比 に 対す る 各 酸 化物 の 関係 を 第 6 図 で 示し 
た 。SiO。 が 増加 する 程 KO Mt RTH, Na,O wHoOtTMLUET 
いる 。SiO。 に 対し , ALO。 と MgO は 中 間 の No.2-No.3 CRAKE 
する 。SiO。 量 増加 に 対す る FeO,CaO,MgO の 減少 , KO の 増加 は 器械 
FACOG kL EACH SMR, Na,O OSUZL FBR BME 
MLW So LIARS LOW RAIER OWES, HAEOILICES 
Na。O Oigme b $DOCHNRGRL L CHRBHDES. RRILIEROR 
2S AGES Lr biz No.l に 於 ける CO。 の 増加 に ょ つて 未 さ れ て 
いる 。 

連続 弧 光 , スリ ッ ト 結 像 の 方 法 で 分 光 分 析 に よる 微量 元素 の 検出 を 行っ 
た 。Be, Cu, V, Zn の 4 元素 が 認め ち れ た が 芝 等 元素 の 濃度 変化 は 試料 
相互 の 間 に は 現われ な か つた 。 芝 等 微量 元素 は 岩 脈 自身 に 最初 か ら 含ま れ 
_ー て いた も の か 或 は 変成 の 時 期 に 岩石 中 に 移動 し た も の か は 不明 で ある が , 
いずれ に せよ 岩 奈 末期 に 属す る 講 元 素 が 少 い 事 は , 之 の 変成 作用 の 時 期 に 
或 る 示唆 を 与え る も の で あろ う 。 之 に 就 い て は 今後 の 詳し い 研 究 を 必要 と 
$B 
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Fig. 6. Variation diagram for specimens of each portions in the dike 
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W. H. Dennen” (ik mae ButAT RRA ICRW SOP RGAE 
を 分 光 分 析 に よ つ て 研究 し , 境界 部 に 於 ける 接触 効果 は 母 岩 と 火成岩 と の 
成分 の 差 が 大 きい 種 , 叉 両者 の 温度 勾配 が 大 きい 程 閉 し いこ と を 示し , 接 
触 効果 に ょ る 成分 移動 は 火成岩 内 に 於 て は 接触 境界 線 か ら 数 インチ 以内 に 
し か 及ぼ な いこ と を 報告 し て いる 。 従 つて No.l は 接触 境界 線 か ら 50 HE 
離れ た 個所 の 試料 で ある 故 接 触 た に よる 成分 移動 は 行わ れ な か つた も の と み 
CHR な いい T. F. W. Barth?) tx Alaska, Pribilof #BizKhi 4m 
eH < composite aplite を 報告 し , 急冷 周縁 部 の も の は 中 心 部 より 
TUAY, SiO, KES, Al, Fe, Mg PBSwli kL eHRAL, ZERBO 
配列 は 結晶 作用 に ょ る 分 化 作 用 の 結果 に ょ る も の と は 逆 で , HOTCHED 
化 で は 説明 出来 ず , W. Wahl® < ょ る elimination, thermodiffusion に 


1) William H. Dennen; Variations in chemical composition across igneous 
contacts. Bull. Geol. Soc. Am.,62, 547~558, 1951. 

2) Tom F. W. Barth; The differentiation of a composite aplite from the 
Pribilof Islands, Alaska. Am. J. Sci., Bowen volume I, 27~36, 1952 

3) W. Wahl; Thermal diffusion-convection as a cause of magmatic differ- 
entiation. Am. J. Sci., 244, 417~441, 1949. 
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T ょ つて 説明 可能 で あら うと 述べ て いる 。 有 叉 同じ く 周 縁 部 が 酸性 の 例 と し て 
W. Q. Kennedy”, 久野 AY BIC kOTRA BARRE UES a IC 
つっ いて の 報告 が あり , BUSH E LC OMEERO BARU PO ROPER 
の 郭 人 と の 形成 過程 は , HARP IC ARN L te PRMD HERS AVERT ACT 
SAL CHEE SELMER L, HOS PAPER ean 2h 
OIE LAE BIE SVOLMIAL TOS. RL BASORAL 
た る も の は 急冷 周縁 部 が 暗色 を 時 し , MEG, WIERD © AT OR bide 
邦 用 の 早期 に 属す る 成分 の も の で あり , 中 心 部 は 淡色 斑 状 で 周縁 部 に 比べ 
論 性 成分 に 富む 即ち 結 唱 作用 の 後期 に 属す る 成分 の も の で ある 。 従 つて 此 
OD BAAR DAE BERS AR EI ES successive composite intrusion に 
LSZROEL CHIH? ~? UBL RABRACHS. BRAM PIC 
MCAT ZR, RHEL OPA CGH LOT Mates OD, AEM 
HIE X EAB} ORES L-CHENEK BA CRS HEOTH 
BD % DO LARBOY OL OMCIBK L SBROREAICKEYD, 下部 
L OAS DASE MSC EMER LBB TNE BRON, AK 
HIE TD RAB BOTCHS o Hb BRAS EO AIO & ODMREA 
L, 内 部 の も の は 結晶 作用 の 末期 の 組成 を 示す 。 


V 栗 $4 

以上 の こと か ら 次 の 如く 要約 する こと が 出来 る 。 

1) AcE ERTL 12 OE ORR BO B OIL & OFFS LOTR 
at RAZ RA ORBLE ZA 6 NEW 

2) Be Ds REL ABE CUS (RR RIC, 内 部 に 於 ける も 


1) W.Q.Kennedy; On composite lava fl ws. Geol. Mag. 68, 166~181,1931 

2) H. Kuno; Composite lava flows and dikes found in North Izu, Japan. 
J. Geol. Soc. Japan, 56, 167~172, 1950. 

8) G.F. Becker;.Some queries on rock differentiation. Am. Jour. Sci., 4th 
ser., 3, 21~40, 1897. 

4) G.F.Becker ; Fractional crystellization of rocks. Am. Jour. Sci, tk 
ser., 4, 257~261, 1897. 

5) A. Harker ; Berthelot’s principle applied to magmatic concentration. 
Geol. Mag., 10, 546~547, 1893. ; 

6) A. Harker. Carrock Fell : A study in the variation of igneous rock- 
mas323. part I. The Gabbro, Geol. Soc. London Quart. Jour., 50, 311 
~337, 1894. 

7) N,L,Bowen ; The later stages of the evolution of the igneous rocks, 
Jour. Geol., 23, supplement to No. 8, 1~91. 1915, 

8) N. L. Bowen ; Diffusion silicate melts. Jour. Geol., 29, 295~317, 
OZ Ale 

9) N.L. Bowen; The evolution of the igneous rocks, Princeton University 
Press, Princeton, New Jersey, 1928. 
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の 程 醸 性 に 富ん で いる 。 之 の 岩 脈 は 複合 岩 脈 と 称せ られ る べき も の で , B 
和英 分 化 に よる successive intrusion の 結果 と 説明 する 方 が 朋 当 で ある 。 

3) 岩 脈 は 政長 石化 作用 , 炭酸 化 作用 , 緑 泥 石 化 作用 等 各種 の 変質 作用 
を 受け , 之 等 の 作用 は 岩 脈 の 周縁 部 の も の 程 療 し い 。 

4) Na,0 は 中 心 部 程 滋 少 し , 岩 柴 分化 の 方 向 と 逆 な 性 質 を 示す が , Z 
は 岩 此 分 化 に よる Na,O 増加 と , ARBRE LY ERA LDR 
殺し 倫 曹 長石 化 作用 が 強度 で あつ た 事 を 示す も の で ある 。 

5) No.2,No.3 で は MgO 2 No.1. ょ り 少 し く 増 加 を 示す が , ZA 
種 の 変質 作用 に よ ょ る 影 覆 例え ば 周縁 部 に 於 ける NazO, CO, 等 の 増加 に よ 
り 和 相対 的 に No.2,No.3 で 増加 し た も の と し て 解 恋 出来 る 。 

6) 岩 脈 に 於 ける 各種 の 変質 作用 は 母 岩 の チ ャ ー ト 層 h に は 認め られ すず , 
自 変成 作用 に 依る も の と 療 え る べき で ある 。 

7) 7 周縁 部 に 導 品 の 存在 し な いこ と に は より) 急冷 周縁 相 を 形成 し た 早期 
の 岩 療 は 未だ 結晶 の 生成 が 行わ れ な か つた 液 想 と し て 買い た も の で ある 。 

8) 中心 部 に 於 ける 現状 組織 は 之 の 導入 末期 に 下部 に 於 て は 既 に 斑 品 鉄 
物 の 生成 が 岩 此 中 に 見 られ た こと を 示す も の で ある 。 

報告 に 当り 本 研究 に 使用 し た 研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 雪 に 依 つ た こと を 明 
#UL CHB EROT o 


岩手 懸 赤 金 鏡山 産 ヴ アァ レ リ ー 鏡 に つい て 
Valleriite from Akagane copper mine, Iwate prefecture.* 


“; wy 2 Zz (Tsunehiko Takeuchi)** 
南 部 松 %& (Matsuo Nambu)** 


Abstract : Valleriite from  cupriferous pyrrhotite ores from 
Akagane mine is intimately associated with chalcopyrite, pyrrhotite, 
cubanite and occasionally sphalerite and pentlandite. Valleriite in this 
deposit is classified three types from the paragenesis, as follows : 

(1) Irregular inclusions of valleriite in chalcopyrite and pyrrhotite 
may be crystallized primarily from the ore-forming fluid. 

(2) Small blade or rod-like valeriites are oriented in chalcopyrite. 
This texture may be caused by the unmixing of solid solution. 

(3) Thin films of valleriite occur in the boundaries between 
chalcopyrite and pyrrhotite, such intergrowth may be interpreted to be 
reaction-products of chalcopyrite and pyrrhotite. 


* Rarm gimme, 1904S 
See eee eT te ai 
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1 縮 

wFLY— (valleriite, CusFe,S, Lik Cu,Fe,S,) は 高温 性 鉱床 に 
PETS Cu-Fe-S 系 鉱物 で ある が , その 産出 は キュ ー バ 鉄 に 比 し て か に 
PECHS. 一般 に 黄銅 久 ・ 磁 硫 鉄 鉄 ・ 硫 鉄 ニ = ニッケル 鉄 ・ キ ュー バ 録 等 の 中 
に 不 規 則 な 形状 を な し て 包 裏 され る が , これ ら 鉱 物 の 境界 に 分 布 す る 場合 - 
や 結晶 学 的 共生 を 示す 場合 も 多く , か つ 誰 鉛 鉱物 ・ 自 然 金 等 に 伴 な う 例 る も. 
知ら れ て いる 。 何れ の 場合 も 栖 微 鏡 的 微小 体 と し て 産 し , 単独 に 分 離す る 
こと は 至難 と され , 化学 組成 ・ 結 唱 構造 共に 未だ 充分 明か に され て な く , 
最近 発 事 さ れ た Cu-Fe-S 系 状態 図り Cla AGS ¥ 2 — NHK FEV RITA 
と し て 取扱 われ て いな い 。 し か し ヴァ レ リ ー 鍼 は 反射 顕微 鏡 的 に 著しい 特 
徴 を 有 し , 他 の Cu-Fe-S Ray & FARR IC REIS 1S DO CABELL OG 
MeL CHET SI LIMBA CH), WARREN COS OURS 
等 の 実験 条件 が 本 鉄 の 上 品 出 に 不適 当 で ある か , RISRMOFEE AML 
か に よる も の と 思わ れる 。 

本 那 に て は 最近 宮崎 県 覆 卒 の ・ 菅 野 の 2 鉱床 及び 大 分 県 三菱 尾平 ・ 蔵 : 
内 尾平 の 2 鉄 床 より の 産出 が 明か に され た が 何れ も る 上記 の 特徴 を 示し て い 
る 。 筆者 等 は キュ ー バ 鉄 に 関連 し て 本 鉄 の 新 産出 に も 注意 を 払い , 顕微 鏡 
的 に 岩手 県 下 の 赤 人 金 ・ KE? BSAOSRBRIE DAHL, CNbeMOs 
で 赤 人 金 銚 床 に 於 ける も の は 共生 関係 と 成因 に 関し て 特に 注目 すべ きる も の と 
思わ れる の で この 概要 を 報告 する 。 佑 ヴァ レ リ ー 鉄 の 議 性 質 ・ 研 究 経 週 ・ 
問題 の 所 在 点 等 に つい て は , PUA VE RARE DBL CARRY AES Te 
KY ORECLEOMANSCHRLWV OT, ご で は 和 省略 する 。 


Dill 


2% F © ft 質 
TBALROT 7 VY) HOSP OVER IL FidOR< C, HER ORR LM 
一 致す る 。 は じ め は 鏡 下 で 磁 硫 鉄鉱 Fa — NEEM E DEW, Bilns 
ば 容 克 に 他 鉄 物 と 識別 する こと が 出来 る 。 
(a) > 方 向 に より 著しく 異 る が 最 明 の 場合 は クリ ー ム 慕 白色 を 示す 。 磁 硫 鉄 鉄 
に 酷似 する が , これ より や ・ ゝ 赤 紫 色 を 帯び , 黄 鉛 鉄 よ り は 黄色 味 が 弱く , か つう 赤色 を 
ty OH Zo 
(b) 硬度 : DSR CRETE K DAA pick <, Meek VS >He, キュ 一 
PN GRVE 略 等 し い ° 
1) Schlegel, H., A. Scpilfer : Z. Metallkunde, 43, 421.428, 1952. 
2) Tatsumi, T. : Sci. Pap. Call. Geni. Educ. Univ. Tokyo, 3, 201~247, 
1953: 


3) 宮 久 三千年 : RATER, 25, 125, 1953. 
4) 渡辺 武男 : yk, 24, 157.164, 1940. 
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(Cc) BEBE: AMAOY OUERAAICMB BMBRI SR, これ を 欠く こと 

も ある 。 

(d) 反射 多 色 性 : 明 睦 で ある 。 英 開 の 方 向 と 平行 な 場合 は 紫 灰 色 ,' 直 変 する 場合 
は 明る い ク リー ム 黄 色 を 示す 。 

(e) RAE: 非常 に 頭 著 で 且つ 特徴 的 で ある 。 Thome OMB ANS. 
る 。 即ち 十字 = コル 下 で 一 回 転 す る と 暑 灰 色 ・ 青 灰色 ・ 神 灰色 * クリ ー ム 黄色 * 昔 
自 色 等 の 色彩 変化 を な し , 渦 開 の 方 向 及び これ と 直 変 する 方 向 で は 消 色 し , 十 459 の , 
方 向 に 明る い 。 

(f) Bake : HNO,(1:1) で は 多少 変 彩 し , FeC1,(20%) 及び HgCl。(sat) 
で は 僅か に 黒 変 し , KO 耳 (sat.) で は 長 時 間 保 て ば 多少 変色 する 。 HCI(1 : 1), KCN 
(20%) で は 侵さ れ な い 。 磁 硫 鉄 鉄 と は KCN, FeCl, ,HgCl。 に 対す る 反応 示 , キ 
= 一 バ 鍼 と は KCN, HgCl,, FeCl。 に 対す る 反応 が 多少 異 つ て いる 。 ; 


3 産 HK 


TBA PRE A Y の 如く 岩手 県 江刺 郡 伊 手 村 に 位置 す る Peimse Re 
で , 鉄 体 は 現在 まで 7 を 数 え , 南 よ り 第 ユー7 鉱 体 と 呼ば れ , これ ら は 
略 南 北 に 連なる 芋 状 体 を な し , それ ぞ れ は <0~70° の 問 で 東 に 信人 邸 し , 
ざ ご むれ ら 全 体 と し て 北 に 落 し , BRAD PERI 1 BAL OR 7 に 北進 す 
る に つれ て 深度 を 増し て いる 。 i 

赤 人 金 鉄 床 の キ ュー パ バ 鉄 は 第 1~3 BACLERMCH SB, 4 Gr 
で は や > 顕著 に な り 第 6~7 GE FB CISION % に 達する 。 ヴ ァ 
レ リ ー 鉄 は キュ ー バ 鉄 の 分 布 と 密接 な 関係 を 有 し , キュ ー バ 鉄 の 少な い 場 
合 は ヴァ レ リ ー 鉄 る 殆 ん ど 存 在 し な い が , キュ ー バ 鉱 の 多い 第 6~7 BK 
CISER IVER BH OD 20 に 1 OKABE CASNS, 従 つ て ヴ 
7-LY —SHKOAE FT SRBILS 2 — HOBBS LAMICRMBeEEL TS 
LOC, BFORMEIE PERV, UNKSLORKE AD Vy * BSmgS 
Gk ° iPR=7 TURE SCOWBCHS. スカ ルン © 磁 鉄 鉱 ・ 磁 硫 鉄 鉱 を 
主 と す る も る の に は 一 般 に 伴わ な い 。 

4s 生 BA 係 

ヴ ァ レ リ ー 鍼 は 共生 関係 に よ つ て 次 の 3 種 に 大 別 す る ご と が 出来 る 。 

(a) BRB GK AC VS RE GREE PCR & CMH ENSZIO: TT 
LY —Seis AGE UO GRE Bz 0.001~0.05mm の 不 規 則 形 を な し て 
包 裏 され る 。 こ の 場合 関 亜鉛 鉄 を 伴 な うこ と が 多い 。 (第 1 図 ) この 種 の 
ツァ レ リ ー 鉄 は 黄銅 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 と 略 居 時 に 鉱 液 より 品 出 し た も の と 思わ 
NSo TES URIMNSHRAICLEALADNAY 7 VU LAB LE 
する 場合 が 多く , MNOKRAKCRTSZPOWMBCELEIL DBS Av. 


1) PARE, 南部 松 夫 : Rope, ©, 171~185, 1950. 
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第 1 図 BeAgk (Ch) 中 の 立 " レ リ ー 鉄 (Va) Pr: 磁 硫 鉄 鉄 , Sp : PARES 


齋 鋼鉄 中 に 幅 0.001~ 
0.005mm 内 外 , 長 さ 0.1~0.08mm 程度 の 柱状 乃至 針 状 を な し , RH 
方 向 に 配列 し て いる 。 (第 2 図 ) 離 次 に よる 産物 と 思わ れる 。 こ の 場合 離 
VATED ESE IR RETBRSK ¢ BITCH ER GK ¢ HARA = — NRL IEFET ZOD 
CHS : 

(c) 黄 鋼 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 の 境界 に 存在 する る の > RERKROBREKO 
na HAS Br ASA O ao k OP > ENS, 磁 硫 鉄 鉄 が 黄銅 鉱 を 脈 状 に 吐 
Be, 度々 両者 の 境界 部 に 薄膜 状 乃 至 は 不 規則 帯状 に ヴァ レ リ ー 釣 が 見 
られ , DORR BAMI D> 6 RAK O AUCEPRICER FT STS VY SDE 
で な い 。 (第 3 図 ) か * 277 VY BIS EEBAGK b REBT O KIS 
2G AID ASG 

3CuFeS,+FeS=Cu,Fe,S, 


1) (ABE, 南部 松 夫 : Moe, 8, 7.14, 1952. 


Br pi HK BE 2V7 


第 3 図 RARBG (Pr) と 黄銅 久 (Ch) OMROY? VY Bk (Va) 


E22 — GRY ICA © 。 磁 硫 鉄 鉄 の 境界 に 前 記 ヴ ツァ レ リ ー 鉄 と 類 

似 の 共生 を 示す が , ハ この 場合 も 下 様 式 に よる 反応 緑 鉄 物 と 見 位 さ れる 。 
CuFeS,+ FeSs=CuFe;Ss 

前 記 本 邦 ヴ ゲ ァ レ リ ー 久 産 地 の 中 , 尾平 周辺 の も の は マー マタ イト 中 の 徴 
Pie PGE ACB * 格子 状 ・ 工 上 語 状 を な し て 存在 し , REAGK L  OBEYARE 
Weve SN, HAO D DISMEMBRB & ZENG SD ASABE Lik 
FOIE DBR 72 CHL TVS MAKERRO 4 DISH LO FH 
し た も の と , RIRRRMLUCHETSZDOLMIBEL C4, SHED 
る の は ご さく 称 に し か 見 られ ず 如 何 な る 成因 に よる の か は 明 瞭 を 欠く の で 命 
後 の 研究 を 期し て いる 。 

以上 に より 本 邦 産 ヴァ レ リ ー 鉄 は 共生 組織 と 成因 より 次 の 如く 類 さ れ 
Do 

(a) 鉱 液 より 直接 唱 出 し た も の ; Hee KE 

(b) 離 深 に よる も の ; 菅野 。 三菱 尾平 * 蔵 内 尾平 He 

(c) 反応 緑 鉄 物 と し て 存在 する も の ; Hoe KE 

5 弧 Hf 

IRS RET 7 VY) —GRISBAGK © HGRA & OFLA RETR KD, 下記 の 
如き 3 種 の 成因 に よる も の を 区 別 す る こと が 出来 る 。 

(1) 直接 鉱 液 ょ り 品 出し た も の 一 東 銅 久 ・ 磁 硫 鉄 鉱 中 に 不 規則 形 を な し 

 CaHens. 

(2) BEVEIZ 4 Zh O— BAP ICEER o BPRE BL CRABS 
Bo 

(3) BUmSFRBK MD & 7. TH OSE © BEA GRGAD SER CIBER ° ARR 
帯状 ・ 針 状 を な す 。 
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BRE BORK SD lo wT 
(PORE x PRO BEF TLD) 
Minor components in pyrrhotite 
(Studies on the pyrrhotite deposits in Japan IIT) 


武 .・ 中 ¢ = (Shunzo Takenaka) 


Abstract. To ascertain the origin of pyrrhotite deposit, I studied 
minor components contained in pyrrhotite from several pyrrhotite deposit 
and the following results were obtained. 

I) As, Mg, Cu and Si were detected in all specimens, irrespectively 
of their types of deposit or their occurrences, 

2) In specimens from contact metasomatic deposits (Tsuda and 
Motoyama), Pb, Ni and Ti were not detected. On the contrary, these 
elements were detected in specimens from other type deposit. ; 

3) From spectrographic study.it may be saied that there will be some 
relationship between minor component in pyrrhotite and element, forming 
other minerals in same deposit. 


『 緒 


筆者 は 既に 磁 硫 鉄 多 々 床 の 生 成人 過程 を 究明 する 目的 で , その 特性 に 関 じ 
CHEOSZRERD CREM, さら に 成因 を 吟味 する た め , HAY? の 
各 鉱 床 よ り 産 する 磁 硫 鉄鉱 の 分 光 分 析 を 行い , その 役 量 成分 を 検 し た 。 

その 結果 得 と られ た 二 , 三 の 性 質 に つい て 以下 簡単 に 報告 する 。 伝 床 と そ 
PPILSHS NARS RE ORM OR SRT & OPCS 2 OBA BH 
り , RVC AE RUBE RAE OM BOIS OD BPAL CurS EW 3 
事 は 既に 九 大 木下 教授 や が 黄 鉄 鉱 中 の 微量 成分 に つい て , 京 大 滝本 教授 や 
が 銘 鉄 中 の 微量 成分 に つい て , 斎藤 氏 * が 北海 道 の 満 俺 鉄 物 に つい て 夫々 
研究 を 発表 され 見 解 を 述べ て 居 ら れる 。 


I 試料 及び 装置 


実験 に 使用 し た 試料 は 第 1 表 に 示す 各 鉱 山 産 の も ので, 頭 微 鏡 観察 の 結 
果 得 られ た 共生 鉄 物 の 竹 類 及び 量 的 な 関 属 は 第 2 表 に 示す 通り で ある 。 こ 
れ 等 の 鉱石 か ら 磁 硫 鉄 鉄 の な か ら 成 る 部 分 を 選び , FAPLGA CHS, 次 いで 
HELGSLER CT — 200 メッ シュ の 細 粉 と し た 。 か くし て 得 ら れ た 細 粉 を 衝 量 し 
Smg を と つて 試料 と し た 。 電極 に 島津 製 分 光 分 析 用 炭素 権 を 補助 電極 と 
1) 武 中 俊三 : 磁 硫 鉄鉱 々 床 中 の 鉱石 鉱物 の 共生 に つい て , HK, 37, 229~236. 


2) 武 中 俊三 : AREER ~ PRO CuFeS。-ZnS 系 共生 体 の 熱 的 研究 BAK, 38, 
127~132. 


3) 木下 亀城 , PAUSE : WSRBKh OI JUATAREER, 20, 456. 
4) 滝本 清 : ANIC SOBRE ( 基 一 ) FUNIBRULAE, 13. 
5) 齋藤 忠夫 : 西南 北海 道産 滴 佐 鉄 物 の 微量 成分 に つい て HER, 36, 1 へ 7 
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HR ALO PEMD.) 産 状 及 び 母 岩 


i 地 | 記 te) 地 z# Re # 
津 田 ew Fg Ly RC EB BH Pagina WRB 
本 oh Ww FAG LL) RI EBB BRAY BGR ORE 板 療 
RES w SEER BT BRAASELE ok IR mB 
河 守 gt 山 京都 府 加 佐 郡 大 江 町 ok OTR HE OH 
Af hw SR RISER EN ? | # 


第 2 表 : 共生 鉱物 の 種類 及び 相対 的 量 関係 ・ A, B,C, D, の 順に 多少 を 示す 
(反射 頭 徴 鏡 観 察 結果 に 基 い た う ) 


A W|e mlx @|A @|R Blew & 
A 英 c SRE CE Sets 2 B Cc 
eee FeO D Cte oN nA Ode eB 
AF YAN EAR | - D B 
ze hk KR & B B | 
i ca 石 Cc D B | 
ik #& i | Cc Cc | 
RK | SG | 
クロ ー ム 鉄鉱 6 | 
黄 oe BK D Ce eet) 
mt th HR BE Cc C Cc | | C 
Bo ote 4h 飲 e Cc C eae € © 
ae ee EA A ite ae e oa A A 
# 55] Bt B B B B B B 
yy a— W @ 
方 gs ba ® C 6 Cc Cc 
し て 使用 し , MIKE eT ORRERARD LEAs QM-60 cKO THe 
oy Abeer . 
発光 条件 は 数 回 の 予備 実験 の 結果 次 の よう な 条件 が 最適 で ある と 老 え , 


各 試 料 に つい て 実施 し た 。 
i 試料 5mg, ii 乾板 富士 プロ セス iii 電極 間隔 3mm 
iv スリット 3/100mm v EH 30.40 vi BE 250V 
vii Bye DC arc 5.5~6Amp viii 現象 2 分 30 秒 xi 定着 .5 分 


Wl 分 光 分 析 結 果 


第 3 麦 は 検出 され た 元素 を 示す も の で , 全般 を 通じ て 最も よく 現 出 する 成分 は 
As, Mg, Cu, Si @ Mn 及び Bi, Zn が これ つい で いる ゥ 

これ に 反し Sb, Pb, Ag は 全般 的 に 極め て 少 い 。 同一 銀 床 型 に 属す る 津田 及び 本 
山 両 鉄山 に お いて As, Mg, Cu, Si が 夫 通 し て 全 試 料 中 に 検出 され , Pb, Ni, Ti 
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G3 REE Ost BRD 
++: BH (em) # +: 2: BR -— HE 


EH sayy 7 As | Mn Mg| Pb| Sn| Ni| Bi| Cu | Ag] Zn| Ti Ca Si | Sb Al 
xe NO14o [ey Cees ea eet aan | eagles pile yom Seah oe lee 
No.7 |} +] 4+)4+)-)-)/—) 4] 4] 4b4+]/-/)-]4+ | ー | — 
N08 os EA RS RE a) Ae heaters 
i | 
No:9 a) es Bede Te ce RE Se ei 
By No.134 4 Pe + = ba) = Pe ea ip ドー 
OR NE erat gaol ta aroha i ー | + 
MSN OS a RE RE cho cee coh ea in ee 
No.5 a 4) )4] = fe pe) y+ | =) | 4] |= 
SW ose Fe S| i tel Pes Nl = = 
x | Aor: ey eA ene eae gen ene a0 4) -—] = 
ES No.2 j++) 4+] 4: )+7,—- ]—| 2 | +--]-—] =| トー | 
eS ak a Wate We LORI Se eS ae be et a | va 
e Nowe = = ee | = siel| Se || 
No p+ fa) ey a? ae | ea eh Pa Se ee 
No.3 | San eet Us ae a Ce a Oo | ae VESEY fous THY” 
5 Viele oi tie eee Rae eel fae esac an CC 
ee NOM |e tedeg eel cede +[+i+i+[+[+][-]4+]-]- 
DN eel feta sieaalhm rea dco Were) a hate sie I ote cae et Ge ae 
SF et One © Vielen RN Et at ee +|-| 5 -|- 
が 共通 し て 存在 せ ず , Sb Hw o Sn. Zn, Ca, Al MBL sAFreaR coon 


Bi に 本 山 産 の も の に 多く 津田 鉄山 は 分 光 的 に 税 々 少 い 。 以 上 の ょ よう に これ 等 二 つ 
鉄 床 で は その 元素 分 布 に 類似 性 が 認め られ る 。 

BEESLEY & USF SEU OSEAN SHY GEO SIRS, 同一 鉱床 型 に 属す る が そ 
の 元素 分 布 に お いて 明暗 な 扶 似 性 を 求め る 事 は 征 々 困難 で ある 。 即ち As, Mn, Mg, 
Cu, Si は 磁 硫 鉄 鉄 の 一 般 的 和 質 に 一 致し て その 存在 が 認め られ る が Ni, Ag, Zn, 
Ti © 4 元素 で は 全 相 戻し で いる 3% 

大 倉 鉄山 の 場合 As, Mg, Cu, Si の 存在 は 磁 硫 鉄 録 の 一 般 前 特質 と 一 致し て いる 
が , Mn は 他 の 全 試 料 中 で 検出 され る に も 拘ら ず , ABR CBH 5nd, Bi, Ti, 
Ni が 可 成 り 分 光 的 に 多く , この 点 河 等 産 の も の に 近い 傾向 を 有 し て いる 。 し か し Pb 
Ag, Sn に 関し て は むし ろ 接 鯉 鉱 床 型 の て ひ の に 近い 。 
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GAVE BUSA & fo mop EBA L TUK EMO £3 UAIL EL 津田 の 場合 の よう に 類似 性 
が 認め られ る も の と , 双 菜 と 河 守 の よう に 可 成 り 異 つた 分 布 を 示す 場合 と が あぁ つて , 
これ だ け の デー ター に よっ つて 簡単 た に は いづ れ と る も 結論 する 事 は 出来 な い 。 さら に ょ よ 
り 多 く の 磁 硫 鉄 録 床 の 微量 成分 を 検出 し ,, その 分 布 を 検討 する 必要 ボ が ボ あ る 。 た ゞ 同一 
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鉄 床 型 と いつ て る も 生成 機構 や その 形状 に よっ つて 一 応 分 類 し た も の で あり , ARAE 

つま り 母 岩 と か , 生成 温度 と か , 生成 時 期 が 異 つ て いる の で これ が 叉 久 液 の 化学 成分 

と 共に 元素 分 布 に 或 る 程度 影 枚 を 与え る の で は な いか と BAS この 点 に つい て は 

昌 鉄 の 場合 京 大 滝本 教授 は 鉄 床 区 や 母 岩 の 差異 に も と づく 変化 より bb し ろ 生 成 混 
度 が 可 り 重要 な フ ア ク ター と な る 傾向 の ある 事 を 指 道 さ れ て いる 。 

鉄 液 の 化学 成分 に 関連 し て 微量 成分 と 共生 録 物 の 主 成 分 元素 と の 関係 に つい て は 
斎藤 氏 が 北海 道 の 満 俺 鉱物 の 場合 に つい て 報告 く れ て いる 程度 で , あま り 発 表 さ れ て 
いな いい eo - 


磁 硫 鉄鉱 々 床 の 顕 微 鏡 的 研究 の 結果 筑 2 表 に 示す ょ よ ょ う に KEM E し 
て 黄 鉄 鉱 FeS。, BPSK CuFeS,, MALEK AsFeS, PR GASK ZnS, Hepgk 
PbS, peo FeO-Fe,0; が その 主 な る も の で あり , RARE L TARR 
光大 CaO-FeO-2Si0,, 2IKgSk CaO-Fe(OH)O-Fe,0,-3Si0,, GRE 
2CaO-Fe(OH)O- Al,0,-3Si0,, 61845 3(Ca-Mg- Fe)O. (Al- Fe} ,0,-3Si0, 
Ase SiO。, Aik CaCO; が 認め られ る 。 

即ち これ 等 の 鉱物 の 主 成 分 元素 は Fe, Cu, As, Zn, Pb, Si, Ca, Mg,Al, 
CHOCHEBRA EL CH) I< BHT Sc As, Cu, Mg, Si LR 
傾向 を 同じ くし て いる 。 こ れ 等 の 鉱床 が As, Cu, Fe, Zn 等 の 金属 類 を 
Ai LE ERAMAO LA, WR, 上 品 出 と いつ た 順序 で 形成 され 此 鉱 物 想 
二 間 の 関係 は 極め て 密接 で 同時 品 出 の 傾向 が 観察 さ れる 点 か ら 元 素 の 種類 
は 鉄 化 ガス 双 は 伝 液 その も の の 化学 組成 に 支配 され て いる の で は な か ろう 
か と 推察 する き é: 
& 6 Sb, Ag, Pb, Ni, Sn が 全 放 的 に 少く Hemme Chan 
SEERDICR LT SMA CH EMC  SiRREK Sb;S。, HERG Ag,S 
又は 自然 銀 , 硫 鉄 ニ ッ ケ ル 鉱 (Ni, Fe)S。, BiB CuS-FeS-SnS, の 存在 は 
BONS, 方 鉛 鉄 も 極め て 少 い 事 と 比較 すれ ば 生々 一 致し た 傾向 と 考え 
られ る 。 こ れ 等 は いづ れる も 全般 的 な 傾向 で あつ て 個々 の 鉱床 に つい て みる 
と 必ず し も 一 致す る と は 限ら ず 逆 の 場合 る 認め ちら れる 。 例 えば 本 山 鉄 山 の 
Bi, 大 倉 鉄 山 の Bi, Ni 河 寺 の Sn, Ni, Bi 等 は 磁 硫 鉄 鉄 中 の 微量 成分 と 
し て 分 光 的 に 可 成 り 存 在 す る に る も 拘ら ず , CNFERDE T 4H 
当ら な い 。 叉 双葉 鉱山 の 場合 硫 克 鉄 鉄 の 存在 が 認め ちら れ な い の に As は 多 
量 存 在 し , ROCA BEET SIC HE ST Zn は 検出 され な い 。 こ 
の 様 な 例 は 黄 鉄 鉄 中 の 微量 成分 で る 中瀬 鉱山 の 場合 の Sb に つい て 同様 な 
事 が 判 朋 し て いる 。 

従っ つて 同一 の 元素 を 主 成分 と する 旬 物 が 共生 し て いる と いう 事 は 一 応 療 
慮 され る べき 条件 で は ある が 品 出 時 期 の ずれ の 程度 , それ 等 の 久 物 が 連続 
的 同時 的 に 上 品 上 出し た も の か , 間断 的 な 上 品 出 で ある つた か と いつ た よう な 事 も 
問題 に な つて くる と 思う 。 大 倉 鉄山 や 河 守 鉱 山 の Ni に つい て は 硫 鉄 ニッ 
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+ VSKILBAwWE NaMORO CH. Newhouse の 説 の よう に 磁 硫 鉄 録 - 硫 鉄 
= 7 + VERO ENA LL CHET ZBAMBA 5 NS. HUG. M. Schwartz 
DY) A b VORA EBIGK,; BEGRGK LD VAR ETERS Baca Ss 1 
CWZRINBORMOLRDRECHS Fe, Cu Qc weT SMA 
述 の 通り で ある 。 し か し 本 山 伝 山 の Bi CM-L oO Sn, Bi の 存在 は 固 
WALL CBR NZ, 

要する に これ 等 の 微量 成分 の 存在 状態 に つい て は 今日 まで 明瞭 な 結論 は 
発表 され て いな い が 1) 固 深 体 と し て ii) 単独 的 な 不純 物 と し て Ui) AF 
詩 換 に よ つ て と いつ た よう な 場合 が 推 穴 下 来る の で は ぱな いか と 選 0 う 6 
同じ Fe-S KORRAAOMERAVOW THK 木下 教授 は 全般 的 に 
HDC MMT SRGL UT Cu, Pb, Zn, Ag, ASt#Ronicoue Mn, 
Sb FAWCHO NSD, 磁 硫 鉄鉱 中 の 微量 成分 に つい て は 既 述 の よう に 
As, Mg, Cu, Si, Mn MROL<KMHFSRCHY, Bi, Zn Bont 
NANA Be 

従っ つて 両者 を 比較 し て As, Cu, Mn, Zn は 共通 し て 現 出 する 成分 で あ 
り , Pb, Ag, は 磁 硫 鉄 鉱 中 に は 極め て 少 い 成分 で ある 。 これ 等 の 元素 分 布 
の 根源 は 勿論 地球 化学 的 , 鉱床 学 的 な 根本 問題 で あつ て 簡単 に 二 , SOBRE 
で 決定 する 事 は 不可 能 で ある が 生成 時 に 於 ける 人 液 の 化学 成分 が 重要 な フ 
T7V—CHSRILA DIERKS L, 共生 鉱物 の 主 成 分 元素 と 或 る 
FEE OBEY GLUES LSATO EWN CEPA I DO 

DLEDIEDHT ORE & HBR ie) LSC RRR OER L 
GK & OBETRIC OW CBF OBR RAT DYEIBAT DS CARTE SEF TGR 
RBS TKR REL HOTCL EORHBEUR< BRUT S. 


終り に 臨み 本 研究 に 対し 種々 有益 な 御 助言 を 賜 つ た 京都 大 学 滝本 教授 , REAR 
究 所 園田 所 員 , 並び に 研究 の 機会 を 与え られ た 別府 化学 工業 株 式 会 社 常務 取締 役 和 信 木 
FOR, 試料 採取 に 際 し て 便宜 を 与え られ た 仮 山 現場 の 関係 各位 に 深 甚 な る 謝意 を 表す 
る 次 第 で あり ます 。 
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北海 道 奥 士 別 産 イ ソ 正 長石 
Isorthoclase (Iso-orthoclase) from Okushiletsu, 
Teshio prov. Hokkaido.* 
¥ 2 Sees 2 (Hiroshi Asai)** 
Absiract ; (1) Isorthoclase is found as one of the component minerals 
of the banded gneiss. 
(2) The component minerals of the banded gneiss are plagioclase, biotite, 


quartz, potash-feldspar (including orthoclase and isorthoclase) and others. 
(3) The optical properties of isorthoclase are described in this paper. 


iP ie Bias S 

筆者 は 1951 年 7 AACE KES LMAO ARS, BRA 
高層 及び これ と 関係 の 深い 関 緑 岩 類 を 調査 する 機会 に あ ぐ ま れ た 。 た まな た 
tEBRABISLBASNSZRMRON RS (BERMO Blk LO CHAE 
WtHSLDLETW4D CH THRE RO MED 6 Mw EO Chae 
を あぁ あら わし て いる も の ) 中 の カリ 長石 類 の 内 , イソ 正 長 石 を 認め る こと が 
出来 だ の で 7 その 産 状 及 び 光 学 的 性 質 に つい て 記述 する 。 FMICBREO 
て , 終始 御 指導 を いた ゞ いた 鈴木 義教 授 , 石川 俊夫 教授 お よび 再 橋 三田 助 
教授 を は じ め と する 有 高 研究 グル ー プ の 方 々 に 感謝 申 上 げ る 。 人 千 , 研究 に 
要 し た 経費 は 六 部 和 省 自 然 科学 研究 費 及 び 北 海道 地下 資源 調査 所 の 御 援 助 に 
よる も の で ある 。 又 光学 全 数 測定 に あぁ た つて は 北海 道 大 学 地質 学 鉱 物 学 教 
BORD EUW? Pwo COKE AFL EW SR CH So 

2 地質 概況 

北海 道 天 境 国 上 川 郡 身 士 別 吉 日 村 の 南方 に は 略 々 南北 LSE, HE PR LIF IZ 
わた つて 細 尊 閣 履 岩 質 隊 緑 岩 や 石英 較 緑 岩 が 広く 分 布 し て いる 。 こ の 細 粒 
FE 6 BARA? Ae Nea ls, その 北側 は 不変 成 日 高層 や 変成 日 高層 に 
接し , 規 側 で は 第 三 紀 層 及び 火山 噴出 物 に お お われ て いる 。 こ れ ら 周 緑 岩 類 
の 中 で 細 閑 な る の は 石英 関 緑 岩 に 捕獲 され て いる か , 又は や ゃ や ゃ 明瞭 な 境界 
BOOT, ABASYFLEROTC, BRARBO PICREL THOS, Ro 
Ib O AAAS LER ER DEAR CBE L COIL TW, Weta KOA 
域 は ほとん さ ど 石 英 峰 緑 岩 に な つて いる 。 ERASE GAKVY フェル 
A, BBERVY TeV A, 細 粒 片 麻 岩 か ら な り た つて いる 。 こ の 左 麻 岩 
* 日 本 地質 学会 北海 道 畜 部 例会 講演 1952 

AeA BR No. 23, p. 22, 1953 に 北海 道産 岩石 雑記 の 項 に その 一 部 を 

So 


】* や 北海道 学芸 大 学 地学 教室 
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IMA, 粗 料 の 締 目 が あら われ て いて ; #18 


EE ay, 2 イツ 正 長石 の 産地 の 地質 図 
DEBE VC PEI YC pet で いる Ss ME (AFIS SAG Bic EB) 


れ ら の 片 麻 状 岩 右 は ホル ン フ ェ ル ス の 中 
©, 不変 成 日 高 礎 の 中 に お いて さえ , 際 
BAVA IC BEE LC, 極め て 局所 的 に 形成 
MELA CLS AIO Ce Si (Gs NV On, 

3 首 7K 


こ ゝ > に 述べ よう と する イメ 正 長石 は 上 
3D HHI ORLRLO RORAE & ART 
BOAT, SORUMERIIERL TSB 
PCBS KINO —ABWRO-<v + 4 
PUEBLA VIN 7 RRO RR RR 
7a ¢ MALE 5 & Beas & OSHEBEL OT 

第 2 図 イソ 正 長 石 の 産地 の 見 取 図 


1. AUREUS, 2. FRE, 3, ホル 
eae, Yak 


1) PUSS ; PCA RCE BENE ERIC OVC 

民主 主義 科学 者 協会 地学 団体 研究 部 会 札幌 壇  ea 

HM No.2, 1949 CHEE) LW Rae Eee ee 
2) ARE ; R+BINMRSHEME; 1952, 3 RARE, 2. APPAR BR 
3) Ht ALM OBERT, 地質 5 Mee oe FS, 

学 雑誌 ,58, 281, 1952 (ae) : Ops Xx… 4 VIER 
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SMORBASNS. ARRAS CT > OB CUR 7 RR TS 
わ つ て 形成 され て いる が , CHK CoS MASE ERE SO & 
うな 運動 を うけ て いな い 。 片 麻 岩 類 は ホル ン フ ェ ル ス と 同様 の 走向 , 傾 
BERL TOS. CODES RBRERL COSZHREMO MRE BHO FH 
に , 他 の カリ 長石 と 共に イソ 正 長石 が 斑 状 変 晶 と な つて いる の が 観察 され 
4 (# 2B). 
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MARA RAE, BES, 石英 , カリ 長石 CERARUI VERA), 白雲 
母 , ジル コン , 及び 磁 鉄 鉄 か ら 出 来 て で る 。 鏡 下 で は 部 分 的 に 細 粒 片 麻 岩 や ホル ンプ 
ェ ル ス の 間 度 を 示し て いる こと が ある が 全般 的 に は 粗 粒 な ブラ ノブ ラス テッ ク 構 造 
を 示し て いる 。 争 長 石 ば 大 て い の 場 合 は 自 形 で 石英 が モザ イク 状 な 形 を と つて いる 
の に 比べ て 対 中 的 な 構造 を あら わし て いる 。 LOM RZ: RRC 密接 に 伴わ れる 細 
HOR REUSE, BH, BES, DRA, 白雲 母 , 本 格 石 , ジル コン 及び 磁 鉄 
、 鉄 か ら 出 来 て いて ホル ン フ ェ ル ス の 構造 と 粒度 を 前 の 粗 水 な 片 麻 岩 より 多く の こし 
て いる 。 ABEL BRE C RDRL RE & BEL TW SMAI AMRUMNIE や ゝ は つき り 
区 別 出来 る ゃ る の で ある が 顕微 鏡 下 で は 細 料 部 に は 粗 炒 部 に 接近 し て , 石英 粒 を 包む 半 
自 形 の 谷 長 石 か 肥 は 自 形 の 累 帯 構造 を も つ た 貸 長 石 が パッ ツチ 状 に 形成 され て いる の 
が 観察 され る 。 UNSKVYFROPHRALHRA LBA bn Mea EITM 
する 一 つの 過程 を 示し て いる 。 

4 VERAY GUAR CURBAILAWHEE OO (この SPR EIESE 
対称 的 で ある 〕) も の が 多く その 成分 は An 28~32 内 外 を 示し て いる 。 . 
右 英 は モザ イク 状 に 他 の 鉱物 の 問 を うず め て い る も の が 多く 叉 波動 消 光 を する 。 
叉 石英 の 一 部 に は 録 長石 の 割 目 に 細 脈 状 に : 和 太り こん で いる も の も ある 。 石英 の 内 部 
に は 細 粒 な 汚 婦 し た 付 長 石 粒 や 黒 圭 母 の 小結 品 が 包み こま れ て いる 。 
黒雲 母 は 変 唱 と し て 生長 し 剣 長 石 や 石英 等 を 包み こん で いる も の が あぁ ある が , その 一 
方 で は 細 料 の 黒雲 母 は 佑 長 石 や 石英 の 変 上 便 の 中 に と りこ まれ て いる も の が ある 。 大 
きぐ 生長 し た 黒雲 母 は =}.6481.659, 交 … 淡 黄色 , マ … 赤 福 色 , Z… 赤 褐色 ; 
X<Y=Z の 性 質 を も つて いる 。 

2) ZENA ORRMOME 3TH CLAWS 変 唱 状 に 生長 し て いる 。 ARB 
と の 璃 界 画 3 こ は 掌 状 の ミル メカ イト が 形成 され て いる 。 これ は 人 婦長 石 を 交代 し て い 
る よう に 見 れる oso カリ 長石 と 斜 長 石 が 接し て いて も ミル メカ イト が 出来 な いよ う 
な 場合 で は 和 斜 長石 は 虫 く い 状 に と か され て いる よう に 見 らち れる 。o 
自 雲 母 は カリ 長石 の 内 に 部 分 的 に 形成 せら れ て いる 場合 が 多い 。 

VV AV BERIT HS NCFELE EO CWO SYRRSGW 
RRR BIG ERLUCWSZ4OMRS CHORAL THE URBE DRY. PRG 
物 又 は 有色 鉄 物 に 包含 され て いる 。 
以上 あげ た 成分 録 物 の 容量 比 は 和 斜 長 石 41.5%, BES 28.7%, 石英 27.9%, カ 
リ 長 石 1.1%, HOMORM 08% と な つて いる 。 
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5 4 ソ 正 長石 の 記載 第 3 図 イソ 正 長 石 の 頼 徴 鏡 下 © 
A OR 


A VERRIER CAN RE 
OER OPER CREB AL, IE 
ERLBOCO SMa. BRAGA 
LL CHO SMOR& 3-7 DAAC 
ML TAS WADA RIG MS tS 
DMs WRKARAELPLESE 
うな 関係 を 示し , 右 英 に 対し て は 小形 
の 石英 を 包み こみ 大 形 の 石英 に 対し て 
は か えつ て イソ 正 長石 が ゆう し ょ ぐせ 
EnrkidaaMAARons,. BBs 
A VIERBRRRL CERE SNC 
る 。 そ の 光学 恒 数 及び 光学 的 弾性 軸 と 
結 品 軸 と の 関係 を 鏡 下 に お いて 次 の 如 
く 測 定 し た (第 3 図 及 び 第 4 図 ) 。 


a Ka. 4 VIER, P- SRA, 
I Be Geo Q:- GK, Bi… 早 雲母 , Mu… 
Ee BA UF eeN a teh OBRUR H=2=e&, Mr... > ル x カ 4 } 


を 未 し た ステ レオ 投影 , 


第 5 図 
イソ 正 長 石 の ステ レオ 投影 


BEANS SBM RU N- Fy 7 OBO 


(+)2V =72°+1°, Bo=1.522~1.525 (MIC  S), Bo—% =0.002+0.001 
(a ペン Yn NED CAY=1CPHI®, XAa=9°+1° (001) A (100) 
=71°+1°, b 軸 は (O10) (Hei, (001) に 平行 に や ゝ HEP 7 BEBE, (010) 
VPFT ISTO BN FY TEBOW Bo DEORE AF V FEB 

SLRS MOM ARTI LMHS, 
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6 考 x 

本 地域 の 不変 成 日 高層 の 片 麻 岩 化 せら れ た 岩石 の 構成 鉄 物 と し て の イソ 正 長 石 は 
これ と 一 緒 に 伴わ れる 他 の 正 長 石 と 同様 に 片 麻 岩 化 作用 に あず か る RBM te 
較 的 後期 の 産物 で ある こと は 明らか で ある 。 叉 これ ら イ ソ 正 長石 を 合 む HRAOW 
成 が 細 粒 班 泊 岩 質 関 緑 岩 及び 石英 図 緑 岩 の 形 成 と 密接 に 関係 する も の で ぁ ろ うこ と 

"は 左 う 余地 も な い 。 イソメ 正 長石 の 形成 が カタリ 長石 の 形成 の 内 で どの よう な 位置 を 占 
め て いる か は 明らか に な し 得 な い 。 | 

現在 まで に 知ら れ た イソ メ 正 長石 の 記載 を 見 る と ウラ ル 山 脈 の 東側 の す ビ 有川 上流 の 
トロ イツ ク で は 花 賠 岩 妥 は ポー フ ロイ ド 花 賠 岩 中 に 形成 され DD) RB, 北米 の 北 バ ー 
ジニ ア の 花 賠 片 麻 岩 の 中 に 観察 せら れ て いる ず 。 

本 邦 に お いて は 天竜 川中 流 の 水 容 西方 (静岡 県 毅 田 郡 ) CARN ORRA RSL 
#2RONASHHA, Bee, 黒雲 三 ホ ルン フェ ルス の 中 に 変 上 品 と し て 産出 する の 
が 小 出 博 に つて 発見 せら れ て いる "。 ’ 

現今 迄 の 知 織 で は イツ 正 長石 が 存在 し て い る と いう 岩石 学 的 意義 は 明らか に な し 
得 な い が 今 後 の 資 料 の 集積 と と も に その 意義 も 明らか に な る も の と 思わ れる 。 


土壌 生成 作用 の 鏡 物 学 的 研究 (第 2 報 ) 
BRAHMI SEM BRBLE EOD 
*EABICHL T (1D) 
Mineralogical studies on the soil genesis (2) : The clay 
minerals in the soil derived frcm granodiorite 
at Ozoe, Fukushima Prefecture (II) 


by 32 淳 一 (Jun-ichi Masui)* 
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の 中 で 吸 況 平衡 に 達せ し め 各 実験 に 供し た 。 

A X@OAFR 使用 し た カメ ラ は 半径 30.25mm, 対 陰極 に 鉄 を 
用 いた 。 前 報告 と 同様 本 実験 に 於 て も 和 廻 折線 は 可 成 り 不 明瞭 で 巾 の 多少 広 
いも る の が 多い 。 写真 の 結果 は 第 4 表 の 通り で ある 。 


Table 4. X-ray difiraction patterns of the clay fracticns 
No.12 No.14 No.16 
<0.2k 0.5~1.0k <0.2k 0.5~—1.0k <0.2k 0.5~1.0k 
I d es d I GPa leek d I d I d 
9 |22~°3A| 9 |22~23A _ | 10 |22~23A 9| 22~23A 
9. SS 10) 15.1 ONS SALOU Loss 9 15.1 
1 10.2 
S| 7:42 Qi 7:04 7| 7.42Al 64 7.42 
Gh aed eatul 4| 7.03 8 eso! 
| Sal 4.93 
10| 4.48 9| 4.49 | 10] 4.49 9| 4.49 | 10| 4.49 { 10 4.48 
OO 4203 9h LO 3°95 ile EF SID AOI ab ay, 4.01 
2| 3.60 413.61 1a orOL 8| 3.58 6 | 3.59 
1} 3.40 1) 3.40 5| 8.40 
Aa 2e85 2) 2.85 
Sy || eae D8 6} 12.58 Gila. 2-08 4! 261 2.57; thea 2.58 
4| 2.38 Alo PANO I coke) eo eee: 0) 3 | °2.37 4 2.37 
1 1.99 2| 2.00 tae) 1| 2.00 1 1:99 1 2.00 
Lee. 1} 1.80 
felt ee SRES Bk GS TCST NRC RES ( 1.68 
BIN AGS OS REGS {3 Wess 3 ARGS OR RS | 1.65 
1| 1.54 | 1 1.54 
S49 i i ER 49 2) 1.49 6| 1-49 6 1.49 
Tee 29 1) FE29%| Wie LEO 1 1.29 
Aerie 4 re ne Lee ot aagt 1.24 
a) No.t2, <0.2u: 15.8A の 線 水 強く 現われ て お り montmorillonite ROFEE . 
鉱物 の 存在 を 示す が , WAH MILNE LOMO SEN COSEREA ENS 


4.48A, 2.584, 1.68A, 1.65A,1.49A, 129A 及び 24A の 線 は 何れ も mont- 
morillonite の 他 kaolinite, halloysite 或 は hydrated-halloysite と 重なる も の で 
HY, oyu intensity RHO 3.60A, 2.38A の 線 は kaolinite 及び halloysite 
或 は hydrated-halloysite O7FES MART ZIMAN PMA Siw. Hic 1.99A の 
MHI CHOATE kaolinite, illite 或 は sericite に 相当 する も る の で ある 。15.3A 
と 4.48A の 間 に 明 暗 な 廻 折線 は 見 られ な い が , 22~23A に 強い 事 折 線 が 認め られ , 
interstratified mineral 或 は mixed layer aggregate EMIZN CUA ESD 
の 存在 を 暗示 する 。 之 れ に 就 い て は 後 で 述べ る 。 

b) No.12, 0.5~1.0u : 15.1A の 強い 箇 折 線 の 他 , 基 他 の 廻 折線 も 略 <0.2k の 
それ と 同様 の 傾向 を 示す が , Fv 7.42A と 比較 的 強い 7.11A OMT MAD Tt 
wSo Zk montmorillonite の 他 halloysite 及び kaolinite の 存在 を 示す る も る の で 
HS. 基 他 4.49A, 2.58A, 1.68A, 1.65A, 1.49A 及び 1.29A の 各回 折線 は 
montmorillonite, hydrated-halloysite, halloysite 及び kaolinite DZne#¥ 
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す も の で あり , 3.61A,3.40A 及び 2.37A は kaolinite, halloysite 或 は hydrated- 
halloysite の 線 に 相当 する 。 叉 22~23A の 強い 環 折 線 の 現われ て いる 事 は 前 者 と 
同様 で ある 。 

c) No.14, <0.2k : Aj= AIC HR LMT ROMA RY WSL TSA, 15.3A 
OMAR ¢ dn Cv Sith 4.49A, 2.58A, 1.68A, 1.65A, 及び 149A の 
AAW montmorillonite FAS MOAEERE CWSo MIRA ZB 
. kaolinite 或 は halloysite の 線 と 重なり , Me Vgs 3.40A,2.38A KRU 2.00A の 
廻 折線 が 認め らち られ, 必ず し も montmorillonite の み と は 朗 わ れ な い 。 HL No12, 
0.5~1.0u の 如く 7.4A 或 は 7.1A OMAR CHL, 叉 22~23A ORY 
認め られ な い の で montmorillonite 系 粘土 鉱物 が 主体 を な す も の で あろ う 。 

d) No.14, 0.5<1.0u : 事 折 線 は <0.24 に 見 られ な い 7.54A,.7.03A, 4.93A, 
3.61A SABE NAH, 22~23A も 強く 現われ て いる 。15.3A OMA MILK, 
7.03A も 可 成 り の 強 さ を 有する が , 7.54A LAO CHV.0 之 等 の 関係 か ら mont- 
morillonite RO#ELGMEEAEL, Zit kaolinite を 含み 更に 少量 の halloysite 
を 混入 する も の と 考え られ る 。 

e) No.16,<0.24 : 可 成 り 市 の 広い 億 し 比較 的 強い intensity Sees 742A 
MME MBHBn, 4.49A, 3.58A, 2.57A, 2.37A, 1.68A, 1.63A, 1.494 等 の 

WY halloysite OHAEMAT SA, 15A (CHEM RMABDN Tv%yw 
の で montmorillonite @OFEL RMA LE SENTRY *EOLRBDNZO 
f) No,16,0.5~1.0” : aBRe7, 711A, 7.42A, 15.1A BU 22-23A OME 
Dts CHV 10.2A OMIRABDN CHS. 其他 の 年 折線 は <0.2u の それ と 
同様 で あり , montmorillonite 系 の 粘土 鉄 物 の 他 kaolinite 及び halloysite の 存 
在 が 明か で ある 。 

No.16, <0.2u を 除き 総 て の fraction に 強い intensity を 有する 15.1~15.3A 
の 和 回 折線 が 認め られ る が ethylene glycol で 処理 し た 後 撮影 し た 写真 で は SAD 
折線 が expand し て 17.1A と し て 現われ て お り , 明か に montmorillonite 系 粘土 
鉄 物 の 存在 を 示し て いる 。 

叉 22~23A Opa No.14 及び 16 の <0.24 を 除き 総 て の fraction に 
現われ て いる 。 カ メラ 半径 が か ゝ る 9@ の 小さ な 和 廻 折線 を 測定 する の に は 小さ さく 完全 
な 判定 は 困難 で ある が , Zlk montmorillonite kaolinite 或 は halloysite と の 
interstratification と 思わ れる 。 其 様 な interstratified mineral に 就 い て は 和信 藤 
fEY), Jackson?), Gieseking? 等 る 述べ て いる 通り , 一 つの 粘土 鉱物 が 他 の 鉄 物 

え 変 化す る 過程 の 産物 で あり , 土壌 の 如く 基 の 環境 が 一 定 で な く , 或 る 周期 を 以 つ て 
可 境 の 変化 する 場合 に < に は それ に 相応 する 安定 な 粘 土 鉄 物 の 生成 或 は 移行 が 常に 行わ 
れる も の で あり , Hse interstratified mineral 或 は mixed layer aggregate 
と 云う 可 き も の は 土壌 中 で は 広く 存在 する も の と 思わ れる 。 


r— 
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B 化学 分 析 分析 結 果 は 第 5 表 の 通り で あぁ る 。 既 に 述べ た 如く 酸化 
鉄 を Truog の 方 法 で 除去 し た 後 , 更に 2%, Na,CO, 溶液 中 で 30 分 間 
煮沸 し 圭 酸 及 禁 土 の ゲ ダル を 除い た 試料 に 就 い て 分 析 を 行 つ た の で , 酸化 鉄 
BUT VEIL ERESNHOOLBASW ESCH SR, 一 部 を 除き 4% 
MiBO Fe.O; HL, SiO。/R,0。 は 1.80~2.36 で 可 成 り 低い 。 


Table 5 Chemical composition of the clay fractions 
No.12 No.14 No.16 
<0.2u 0.5~I.04| <0.2u 0.5~1.0% <0.2u | 0.6\1.0u 
% y % 7 % 
SiO, 43.10°| 45'51'°| 41.64) 40.470) -as93° lo 4506 
Al,O3 32.41 | 30.40 | 31.88 35.82 36.46 33.58 
Fe,O, 3.84 3.70 4.10 3.68 1.62 4.03 
FeO 0.59 1.20 0.42 0.69 0.31 0.48 
MnO tr tr (Hie tr tr (Be 
CaO 0.08 0.09 0.08 0.06 0.07 0.06 
MgO 0.81 Dale 1.30 1.41 0.31 0.86 
Na,O | n.d n.d n.d n.d n.d n.d 
K,O | 2.68 3.18 2.41 3.08 1.35 1.04 
H,O(+) 11.28 10.47 12.44 11.74 11.06 10.59 
H,0(—) | 5.49 3.89 6 31 3.54 5.33 3.98 
| 
Total | 100.28 100.57 100.58 100.31 99.84 100.58 
SiG, RLOre 2.10 2.36 2.06 1.80 RO RIED 
Cation exchange | 
capacity 26.19 30.77 31.87 26.17 eo 28.43 
m.e/100gr : 


*Barium-acetate methode 

a) No.12, <0.2u : SiO,/R,O3, \k 2.10 CIERICIEV DS, PEG kaclinite 
の 鉱物 と し て は Fe,O, : 3.84%, K,0 : 2.68% で あり , 塩基 置換 容量 も 26.19m.e 
で 単 一 の kaolinite KOM LIBAN Wo 線 粉 末 写 真 の 結果 で は kaolinite 
或 は halloysite の 他 montmorillcnite KO ¥EASKMOAEDSAAD C, 4 9% 近く の 
Fe。O0。 の 含量 か らち ら みれ ば X 線 粉末 写真 に 示さ れる montmorillonite は nontro- 
nitic montmorillonite と 考え られ る 。 M KO の 2.68% (sx SLEO BULGE O PE 
物 と 思わ れる degraded illite の 存在 に よる も の と 療 え られ る 。 含水 量 の 少 い 点 か ら 
みて る も kaolinite 或 は halloysite を 主 成 分 と し , 之 れ に nontronitic montmori- 
llonite と 少量 の degraded illite' を 含む も の で あろ う 。 

b) No.12, 0.5~1.04 : ARBic Hee TC Fe,0O, 3.70% CHA FARES, 
SiO, /R,O, : 2.36, MgO: 2.12%, K,O: 3.1893, 3 BwAe 30.77m.c 
で , MCSSMMOMMEARL, 特に MgO は 可 成 り 高 い 。 MgO RU K,O が 
fine fraction より も 増加 し て いる 現象 は 後 で 述べ る No.l4 及び 16 で も 認め られ 
る 事実 で , 之 は 黒雲 母 の 風化 物 に 原因 が ある と 考え られ る が , X 線 粉末 写真 で は 10A 
の 短 折 線 は 認め られ な い 。 併 し 既に 述べ た degraded illite と 云う 可 き 黒雲 母 か ら 
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kaolinite え の 変 化 過 程 中 の 中 間 生 成 物 に よる も の で あろ 3 う 3 う 。 X 線 粉 末 写 真 で 

kaolinite 及び 少量 の halloysite と 夫 に montmorillonite M¥ELMMOALARAY 

られ , 3.709% の Fe。O., の 含量 を 考え る と 既に 述べ た nontronitic montmorillonite. 

と 到 う 可 き も の と 思わ れる 。 

c) No.14, <0.2u : SiO。/R。0。 は 2.06 で あぁ る が 塩基 置換 容量 は 31.87m.e で 
ある 他 , Fe。O。 も 422 を 越え て いる 。 MgO : 1.302, K,O : 2.4195 で , No.12, 
<0.2x と は 著しい 差 は 認め られ な い 。 X 線 粉 末 写 真 で は montmorillonite AA: 
録 物 の 存在 が 明か で ある が , kaolinite Rix halloysite を 示す 頭 著 な 証拠 は な い 。 
併 し 化学 分 析 の 結果 で は nontronitic montmorillonite の 他 kaolinite 或 は . 
halloysite 及び degraded illite も 含ま れ て いる と 考え られ る 。 

d) No.14, 0.5\1.0u: SiO。/R。0。 は 1.80 Chis THE, TY WZ MgO:1.41%, 
KO : 3.08% で <0.2u より る も 多少 増加 し て いる 。 Fe,Og tk 3.68% CHL BIE 
認め られ な い 。 交 線 粉 末 写 真 で は montmorillonite 系 粘 士 鉄 物 の 存在 が kaolinite 
及び 少量 の halloysite と 共に 明か で あり , 化学 分 析 結 果 か ら 前 者 と 灯 似 の 鉱物 組成 . 
と 考え られ る が , 前 者 に 比較 し て nontronitic montmorillonite が が 少く kaolinite 
及び halloysite 災 増 加 し て いる 他 , degraded ilite も 多い る の と 老 え られ る o 

e) No.16, <0.2u : 前 四 者 に 比較 し て 著しい 相違 は Fe。O0。, MgO, K,O siz hi 
め て 少く , 塩基 置換 容量 も 12.21m.e で ある 事 で ある 。 件 し 之 れ と て も 純粋 の 
kaolinite 系 の 録 物 の み と は 考え られ な い が 少 く と も 其 の 主 成 分 を な す も の で あろ う 。 
XX 線 粉 末 写 真 で は halloysite の 存在 を 示し , montmorillonite KRMOAEEAR 
す 15A OMB D CHV. か ゝ る 結果 か ら も halloysite を 主 成 分 と し , 極め 
て 少量 の nontronitic montmorillonite 及び degraded illite を 含む も の と 考え 
られ る 。 

f) No.16, 0.5~1.0u : K20 が 少 い 他 は No.12, <0.2 ieHEUO( SMR te 
Bo XK F CA 15.1A, 7.42A 及び 7.11A の 線 が 見 ち れ montmorillonite 
Ka, halloysite 及び kaolinite の 存在 を 未 し て いる が , (LAD OEE TC FeO, 
:4.03%, MgO : 0.86%,K。 O: 1.35°% で kaolinite 及び halloysite に nontronitic 
montmorillonite #}—Z, degraded illite を 多少 和 令 む も の と 老 え られ る 。 

C REBT 50% HSO, bCHIALERHOH <0.2u, 0.5~ 
1.04 及 2~5y REV ct 1 分間 10°C 速度 で 加熱 し て 得 ら れ た 示 差 熟 曲 
線 は 第 3 図 の 通り で ある 。 

a) No.k2: 540°~550°C に endothermic peak が 930°~935°C に exothermic 
peak が 現われ る 。 <0.2g の 115°C に 認め られ る 巾 の 広い 繧 か な endothermic 
peak は 0. ミ 5 へ 1.04 及び 205u で は 著しく な い 。540°~5502C の peak は <0.2k 
で は 550°C CHSBA, 0.5~1.0k 及び 2 へ ~5u で は 540°C CHVMY coarse 
fraction 程 peak の 形状 は 其 の 市 が 広く 且つ 江 い 。 左右 非対称 で 犠 に <0.2x で は 
halloysite の それ に 極め て 類似 する が , coarse fraction に な る に 従い 対称 に 近く 
な る 。930°~935°C の exothermic peak は <0.2M で は 巾 も 細く 比較 的 鋭い が , 
0.51.0x 及び 2~Sk で は 巾 が 広く 緩 か な 曲線 で ある 。700?C 附 近 に montmorillo- 
nite の 存在 を 示す endothermic peak は 何れ の 曲線 に る 現われ な い 。 PLM Zr 
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Eig. 3. Differential thermal curves of clay fractions 
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kaolinite $imt DIBSHEIC HOTZ, HO peak の 500°~600°C に 現われ る 事 
DRREY に より 述べ られ て お り , 700°C 前 後に endothermic peak BBN 
か ら と 云 つ て 必ず し も montmorillonite の 存在 し な い 理 由 に は な ら な い 。 全体 の 形 
状 は 特に fine fraction に 於 て は kaolinite k) }BA halloysite に 近く , coarse 
fraction #@7\’2 nontronitic 及び illitic 7 FEERMOS BIUBAL CWAZBER 
し て いる 。 fd 0.5+1.04 に 於 ける 280°C の exothermic peak は 未 分 解 の 相 機 物 
に よる も の で あり , 叉 <0.2u 及び 2~5u の 285°C に 僅か 年 b ら endothermic 
peak が 現われ て いる が , 之 れ に 就 い て は No.14 の 項 で 述べ る 。 

b)Nol 4 <0527 に 於 で は 120°C, 295°C Fry 540°C ye endothermic 
peak, 915°C 及び 985°C に exothermic peak WBHDNSo 120°C M peak は 
No.12, <0.2u と 同様 貼 の 広い 潤い peak で あり , 540°C の それ は 左右 非対称 で 
halloysite に 類似 する が , No.12, 0.5~1.0k に 近似 し た 傾向 を 未 し, PAK. BO 
BEV 
900°~100°C の 間 に 915°C と 985°C の 二 つ っ の excthermic peak が 現われ る が , 
ik No.12 に は 見 られ な い 現 象 で ある 。915°C の peak は 多少 鋭い が , 985°C の 
peak は 緩 か な 山 型 あな し て いる 。 0.5~1.0u で は 100°C 前 後に 殆 ん ど peak は 


1) 前 出 


ee a ae ee 


な く , 535°C の endothermic peak も 巾 が 広く 且つ 潤い の は <0.2u と 同機 の 
傾向 に ある が , HODRLEATAICEYo 更に 900°~i000°C exothermic 
peak は 935°C と 1000°C に 僅 水 に 見 られ , 935°C の peak は <0.2g に 於 ける 
985°C DEHE MBB WBE 7% L, 1000°C の peak 1kAFARA CH So fa 300°C. 
の endothermic peak (iit CHR CHSZ. 2~5e で は 吸湿 水 に よる 著しい 
endothermic peak は な く , 545°C の endothermic peak は 巾 が 広く 左右 対称 と 
な る 。900?~1000°C の exothermic peak tx 930°C と 970°C に me Ra» 
市 の 広い 繧 い 山 型 の peak &7; OGiv. peak は 現われ な い o 

No.i4 は No.12 に 比較 し 全体 と し て 500°~600°C と 900°~1000°C peak 
の 型 示 異 つ て いる 。 即ち 500°~600°C の endothermic peak は 忠 が 広く 上 和 呈 つ 洲 
く , coarse fraction に な る に 従い 左右 対称 と な り , No.12, 254 OFnKED 
の peak £7 45_ ML £00°~1000°C に peak が 二 つ 現 われ , <0.2u CBS Sir 
が coarse fraction Gii#v [HL AA. fE 700°C に montmorillonite の 存在 を 
示す peak は 見 られ な い 。 志 等 の 関係 か ら noatronitic Rix illitic の 粘土 録 物 を 
=fkEL, Zic halloysite, kaolinite RSENCHAKIDLBASLNSO 

次 に 既に 人 述べ た 300°C 附近 に 現われ る endothermic peck で ある が , Ze S 
根上 山 の 疾 惣 岩 土壌 粘土 の 示 差 熱 曲線 中 に も 見 られ た 現象 で )*) 紫 の peak awe 
般 に は goethite 或 は gibbsite に よる も の で あり , 本 研究 に 於 て も 一 応 予想 され 
る 事実 で ある oNo:12 の <0.2g, 2~54, No.14 の <0.2k, 0. ミ 1.CZ 及び 2 へ 5k 
に 現われ , peak の 温度 は 285°~S00°C の 聞 に ある 。 No.12 に 於 て は 微小 な peak 
で ぁ る が , No.14 で は peak の 振幅 は 可 成 り 著 し く , 特に 0.5~1.0x CLD T 
FRE CHS. FEO No.16 で は 全く 現われ な い 。 No:12, <0.24, No.14 <0.2u 
特に 同 0.5~1.0xu の 化学 組成 は 交 線 粉末 写真 か ら 子 想 せ られ る 旬 物 絶 成 と 比較 し て 
極端 に SiO。/R。0。 の 値 が 低い 。 供 試 粘土 が 酸化 鉄 の 除去 され た も の で gosthite 
“ORI EZASNERWOTC, か ゝ る 事実 か ら も 300°C 附近 の encothermic peak 
が gibbsite の 存在 を 示す も る の と 考え る の は 極め て 合理 的 で ある 。 株 洛 ボ 衝 大 
gibbsite の 存在 を 嗜 示す る 短 折 線 が 見 られ な い が , 特に No.14, 6.5~ 10 の SiO, 
/R20。 が 1.80 で ある に る 拘ら ず , 交 線 粉末 写真 で は 2 : 1 lattic type の 粘土 鉄 
ty DALLES AAD? CH Bo RED CARA RUZ 300°C の endothermic peak が 極め て 
#L Word gibbsite に に よる も の と 考 える 可 き で ある か る も 知れ な い 。 HERG 
EDR MBIELRVUAKBLEPOMLOREAL RICH TS 300°C に endo- 
thermic peak が 認め られ , UMSM(bMoOK MMIC LO.OLHRE TS 最近 
bh Sk Mls te eB kb BR — 2 ithe gibbsite の 存在 が 明か に され つ ・ ゝ あ 
), 関東 に 隣接 する 本 地域 に gibbsite が 認め られ て も 不 合 理 で は な い 。 BEL AR ZEA 
分 析 , 化学 分 析 に 見 られ る 現象 が gibbsite に よる も の と し て も , X MAKER 
gibbsite の 廻 折線 の 認め られ な い 事 , 更に は 何故 所 調 BD 層 で ある No.!4# に 特に 


1)2) ) 前 出 

3) FIRB, 和田 光央 : 有明 海 沖 積水 田 土壌 の 粘土 鉱物 , 九 大 農学 芸 誌 , 14, 377 
~386, 1954 

4) FiGEH, 東 俊雄 , 井 ノ 子 昭夫 : SUPELOMLEM, ARSE, 14, 
387~398, 1954 
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6) No.16 ; 何れ の fraction の 曲線 に も 著しい 差 は 認め られ な い 。 <0.2" 1K 
て は 105°C Ru 565°C に endothermic peak, 960°C < exothermic peak 
が 認め られ る 。105°C の peak は No.12 及び 14 fine fraction と 同様 の 曲線 
を 示し , MAK. HORv., 565°C の peak は 振幅 が 大 きく , 左右 非対称 で あり 
halloysite の それ に 極め て 類似 する 。900°~1000°C の exothermic peak (£960°C 
に 現われ 比較 的 鋭い peak を 示す も の で ある 。0.5~1.0x で は 吸湿 水 に よる 100°C 
前 後 の endothermic peak は 極め て 小 く 上 且つ 緩 か と な る が , 560°C の endothermic 
peak は 温度 , FORA <0.24 に 略 等 し く 左右 非 対称 で ある 。 900~1000°C の 
exothermic peak は 975°C に 現われ , 全体 の 曲線 は halloysite に 極め て 類似 す 
Bo 2~5k WH TE 110°C の endothermic peak (x#izHH<, 565°C の peak 
は 左右 対称 となり 密 ろ kaolinite の それ に 近似 する も の で ある 。 即ち 曲線 は fine 
fraction で は halloysite に 近く coarse fraction 程 kaolinite の それ に 類似 する 。 


X23 穴 

以上 各 実 験 結果 を 線 合 すれ ば , 粘 士 分 中 の 圭 環 粘土 鉄 物 組成 は 次 の 様 に 
BAbHNSS 

No.12, <0.20 : X 線 粉 未 写真 で は 15.3A 及 び 22~23A onary 
め ら れる が , 10A six 7A 等 の 廻 折線 は 認め られ な い 。 化学 分 析 で は 酸 
化 鉄 を 除去 し た に も 拘ら ず 3.84% の Fe:O。 を 含み MgO 及 KO は 夫 
2X 0.81%, 268% で あり 塩基 置換 容量 0 £6.19m.e CHS. FFL SiO, 
/ROs tk 2.10 で 極め て 低い , 示 差 熱 曲 線 は 可 成 り halloysite に 類似 す 
る が , 5C0~600°C endothermic peak は illitic, nontronitic M¥5-+- 
MOE RL TC ® ),nontronitic montmorillonite 及び halloysite を 
主 成 分 と し , 之 れ に 少量 の degarded illite 及び kaolinite を 含む もの で 
ある 55 

No.12, 0.5~1.0u : 事 折 線 は <0.54 と 同様 15.1A 及び 22~23A が 
明か に 認め られ る 他 , 7.11A 及び 可 成 り diffuse し た 7.42A の 線 水 現 は 
VS— \AGPar Ce Fe,0, 2 318%, 5 MgO: 21298 RS OEE S18, 
Si0,/R.O; : 2.36, 塩基 置換 容量 30.77m.e で , Fe。0。 を 除き <0.2 に 
比較 し て 可 成 り 増加 し , 特に MgO は 著しい 。 未 差 熱 曲 線 で は <0.2g ょ よ 
り も 更に nontronitic, illitic の 粘土 鉄 物 の 増加 が 暑 示 され る 。 LOK 
果 か ら nontronitic montmorillonite, kaolinite 及び halloysite を 主 成 
分 と し , Zire degraded illite を 含む も の で ある 。 併 じ 前 者 に 比較 し て 
kaolinite 及び degraded illite が 増加 し て いる 。2~5g の 未 差 熱 分 析 の 結 
困 で は 更に 此 の 傾向 が 強く な る も の で あり , fine fraction 程 nontronitic 
montmorillonite と halloysite が 多い が , coarse fraction に な る に 従 
い halloysite が 減じ kaolinite, degraded illite の 増加 が 認め られ る 。 
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No.14, <0.24 : X 線 粉 未 写真 で は 15.3A の 強い 麺 折線 が 現われ る が , 
其他 の 特徴 と な る 可 き 線 は 認め られ な い 。 化学 組成 で は SiO。/R。0。 は 
2.05 CHS, FeO, : 4.10%, MgO : 1.30%, K,0.: 2.41% catpee 
の kaolinite 或 は halloysite で な い 事 は 勿論 で ある 。 KBAR ES 
No.12, 0.5~1.0u に 近く , nontronitic montmorillonite を 主 成分 と し , 
Zt halloysite, kaolinite 及び degraded illite を 混 え る も の で あろ 3 う 3。 
AREA ERRICZDTORRIL gibbsite DFAT HART S 

No.14, 0.5~1.0u : X 線 粉 未 写真 に 15.3A, 7.54A, 7.03A 及び 22~ 
23A の 特徴 ある 廻 折線 が 現われ て いる 。 化 学 分 析 の 結果 で は Fe,O, : 3.68 
% MgO: 1.41%, K.0 T3089 者 革 輸 換 容 量 : 26.17m.e で ある に 
反し SiO。/R。0。 は 1.80 CHO, 極め て 低い 。 RABAAHBRO 300°C に 
極め て 著しい endothermic peak が が ある 他 , 540°C endothermic 
peak は 前 者 に 比較 し て 左右 対称 と な り , 巾 が 広く 減 く な る 。 即 も nontro- 
nitic montmorillonite を 主 成 分 と し , 之 に kaolinite, halloysite 及び 
degraded illite IBZ ZXDLBA5NSZ, 2~5g の 示 差 熱 曲 線 か ら み 
Oo 2 false fine fraction iz halloysite 24¢, coarse 
fraction に kaolinite 及び degraded illite の 多く な る 傾向 に ある 。 A 
SERA HES RC IE <0.2n の それ より る も 更に gibbsite の 存在 を 強く 
暗 示 する も の で ある 。 

No.16, <0.2u : 特徴 ある 廻 折線 は 7.42A OAS ISA Rh OMIT 
は 現われ で いな い c。 化学 分 析 で 7 MgO: 0.31%, K,0: 1.35%, Fe,Q; : 
1.62%, SiO,/R,O,: 1.97, 塩基 置換 容量 12.21m.e tH K,O, Fe,0, 
が 多い が , halloysite 或 は kaolinite の それ に 近く , 之 は 氷 差 熱 曲 線 で も 
認め られ る 事 で あり , halloysite を 主 成分 と し 僅か に kaolintie, nontro- 
nitic montmorillonite 及び degraded illite を 含む も の で ある ろう 3。 

No.16, 0.5~1.0u : 文 線 粉末 写真 に 15.1A, 7.42A, 7.11A BY 22~ 
23A DIEBOD SIMRO N TED, 化学 組成 も Fez0。: 4.03%, 
MgO: 0.86%, K.O : 1,92%, 塩基 軒 換 容量 28.43m.e, $i0,/R,0, : 2.12 
で 混合 物 で ある 事 を 示し て いる が , REAMRIL <0.24 IMRT So 
太 符 の 結果 か ら kaolinite, halloysite 及び nontronitic montmorillonite 
HO degraded illite を 含む る もの と 考え られ る 。  No.16 KTS 
halloysite は fine fraction に kaolinite 及び degraded illite は coarse 


fraction に 多い 。 

以上 の 結果 を 一 括 す れ ば 第 6 ROW) CHS. 

二 花 向 関 緑 岩 士 壌 た 於 て は 上 記 の 如く nontronitic montmorillonite, 
_halloysite, kaolinite 及び ・ degraded illite が 認め られ , nontronitic 
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Table 6 Clay mineral conpositions in the soil derived from 


granodiorite at Ogoe district. 


ee ee Oriontt Clay mineral 


<0.2u | Bontronitic montmorillonite, halloysite, kaolinite 
12 ; Ne and degraded illite. 


0 sw On nontronitic montmorillonite, kaclinite, halloysite | 
i ‘FE’ and degraded illite. 


: <0 spe “nontronitic montmorillonite, halloysite, Kaolinite 
14 rcs ahd degraded illite. 


OSM. Op nontronitic montmorillonite, kaolinite, halloysite 
and degraded illite. 

<0.2u halloysite, Kaolinite, nontronitic montmorillonite,and 

16 = eidegraded illite. ConA ese errs Ee 

0 kaolinite, halloysite, nontronitic montmorillonite 

; and degraded illite 


AFILER TBM 
未 差 熱 画 線 及び 化学 組成 の 結果 で は No.12 及び 14 に gibbsite の 存在 が 予想 
され る 。 


montmorillonite は 全 層 に 豆 り 存在 する が 主として B 層 に 相当 する 
No.14 に 多く , halloysite 及び kaolinite (kh FBRURIS CHS 4S No.16 
及び 12 に 多い 。 halloysite と kaolinite に 就 い て は 既に 述べ た 如く , 
halloysite が fine fraction に 多く ぐ , coarse fraction に な る に 従い 減 上 
する が , kaolinite は 逆 の 関係 に あり coarse fraction 程 増 加 す る 。 又 物 
に No.12 及び 14 の coarse fraction に 多い 傾向 に ある degraded illite 
は 黒雲 母 の 風化 物 と 考え られ る 。 

North Carolina DEH, ARE, BER, falta, SRR, TREE 
A, RUD EO RGR LORS BRO EVERY C Cady?) (ame a) RRR 
HAO RIVE BICKER SRO CAMICL AANA, 黒雲 母 の 風化 が 進み , 
風化 物 と し て gibbsite, 0 allophane を , 後期 に 於 て kaolinite, 
iron oxide を 挫 ず る と し , 英 の 特徴 と し て 風化 に よ つ て 生ずる 割 目 基 他 の 
WEAN EAT TW Bo 

TEN DURE D BUGGER CI SHAR OMORO ART, 風化 束 
度 の 極端 に 異 る 石英 , ARE LROnMMHERSRICSO, 基 の 土壌 は 
一 般 に 粗 毅 と な り 通 水性 が 良く 溶脱 が 行わ れ 易 い 。 従 つて 風化 が 進め ば 当 
然 塩 基 不 足 を 来たし , 土壌 粘土 鉄 物 と し て kaolinite 鉱物 の 生成 され 易 
い 環 境 が 作ら れる も の と 療 え られ る 。 

本 地域 の 如く 年 降水 量 1200mm HA CMA SHS, 角 図 石 其他 
有色 鉄 物 の 風化 に よる 塩基 の 溶脱 が 急激 で な く , 少く と も 風化 の 初期 に 於 
て は 可 成 り 塩 基 に 富ん だ 環境 が 生成 され る も の と 思 は れる 。 Td % STAR 73 Be 
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境 は 風化 の 進展 と 共に 次 第 に 塩基 不足 の 環境 えと 変っ つて ゆく ぽか り で な 
く , 一 年 を 通じ て も 或 る 週 期 を も つて 動い て いる も の で あり , HEME TK 
> LEDGE EI S%OL4%b6NS, nontronitic montmorillonite 
VITAE Ze LO MICHA BRIE IE A PS RO LRG RBA TT 
生成 そら れ た も の で , 環境 の 変化 と 共に kaolinite 或 は halloysite D4 | 
成 が 行わ れ , 更に は 又 環 境 の 移動 に よ つ て mixed layer aggregate を 生 
は る < 務 る た も の E 解 され る 。 


土壌 は 水田 土壌 は 勿論 の 事 , 概して 夷 様 な 変化 の ある 環境 に 置か れ て い 
る も の で あり , mixed layer aggregate 或 は interstratified mineral と 
BIL CWS % OSE EMM SEL OD < bE OCERL ZN 
E76 BWC H 4 36 

次 に fine fraction "に 多い halloysite と coarre fraction に 多い 
kaolinite と の 関係 に 就 い て は 明か で は な い が , kaolinite の 一 部 が 直接 


比較 的 新鮮 な 岩石 中 の 長石 類 の kaolinization 並び に 黒雲 母 の 風化 物 で 


ある 事 は 明 瞳 で ある 。 併 し 叉 紫 の 一 部 に は 別 の 生成 過程 を 経た も の が 含ま 
れ むれ て を り , 之 れ は 成因 的 に halloysite と 相 士 関係 に ある も の か る も 知れ な 
い 。 最 後に 現在 黒雲 母 の 風化 が kaolinite 化 え と 進ん で いる 事実 は 本 土壌 
の 進む 方 向 を 示し て いる も の と 巻 えら れる 。 


本 研究 に 就 い て 農学 部 内 山 修 男 教授 た は 種々 御 教示 を 賜り , X 線 粉 末 写 真 に 就 い 
CLEMENT AKERS, REPO Cs BEREARE MER 
VRE Ro LICR BRORERT SZ 

ILO IAG ES HHRAOR INC LSBEMHMLRBO BERT So 


新刊 紹介 BERNER (111) (共立 全書 ) 桐山 良一 著 BI Veicg |e HR, ここ 
に 伝 物 の 構造 と その 性 質 を 取扱 つた 第 !IT 部 が 刊行 され た 。 こ の 第 TII 部 は 結晶 の 形 
熊 , 物 性 , 化学 反応 を 構造 化学 の 立場 か ら 論 じ た 鉄 物 学 通 諭 と も いう べき も の で ある 。 
第 8 入 結 品 の 形態 と 構造 化学 に お いて は 品 族 , BY, SY, ih, 結晶 の 成長 等 の 
事項 に つい て 記載 し , 特に 結 品 の 成長 に 関し て は , 著者 の 新しい 見 解 に よる 説明 も な 
され て いる 。 第 9 BARONE, 熱 , 光 , 電気 , 磁気 及び 放射 能 等 の 物理 現象 を 
多く の 例 を 引用 し て 説明 し , 第 10 PCAOB, BM, HOM, 固体 間 反 応 等 結晶 
の 化学 反応 に 関す る 学問 の 新 分 野 に つい て , その 状 え 方 , 取り 扱い 方 を まとめ て い 
Bo 第:11 租 に は 鉱物 の 半 品 構造 の 概要 を , 500 種 以 上 の 人 鍼 物 に つい て 簡明 に 記載 し 
て いる 。 (共立 出版 K.K, 昭和 29 年 11 月 発行 , Kx 240 頁 , 400 円 ) 【〔 長 谷川 う 
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ALIS O BU SSRIS LST (TT) _ 
On Cupper Ore Deposit of Kagenosawa Mine, 
Iburi Province, Hokkaido. (II)* 


杉 


本 良 th (Ryoya Sugimoto)** 


IV Ser 


鈴 床 は 倶 多 楽 火 山 の 北 方 , 幌別 旧 火 山 の 東 方 に 轄 り , 幌別 川中 流 に あ 
る 。 そ の 頂上 に は 前 に の べた よう に 新 期 火山 岩 で ある 容 山 岩 質 泥 類 岩 ・ 洋 
石 が お お つて いる けれ どる も , BRC, BELLU CHK? RBI ZRHRK 


岩 ・ 較 緑 岩 が 露出 し て いる 。 


BOR BORMMBBA LUI 
Su BTA 


SS = ACO BOE BD & PERE 7 BR 
を も つて いる 金属 鉄 床 は , "いま まで 
は ほとん どす べ て が , 変 朽 安 山 岩 や 
石英 粗 面 岩 の ょ うな 炎 山 岩 質 岩 石 と 
因果 関係 を も つて いる よう に 記載 さ 
ESE IC DE TR 
Se 黒鉄 式 鉱床 に お いて は 石英 粗 面 
BLPUlCG CRROARAEREA 
ae TUN S fog. > CRESS E 
は , DRY MT SRB EES 
LISLE A ERMA NAPHORMB=] 
ABt Se ARSE CS, BEA 
CWA TEMS, 

すなわち , BRILER RRS B 


Ulel a ¢ ibis ¢ OMT EMAL, 種々 な 型式 を と る 。 そ の 主 な 


も の は 次 の よう で ある 。 


(1) 末広 鉱床 = OSKPRISAMIUSEAR LASER & OPO > Bier WHMIS DV, 
N70E~80E, 70~80S の 走向 傾斜 を も つて いる 。 すなわち, ほとん ささ ど 垂直 に 近い 東 
西 に 貧 く 断層 に 治 つ て 発達 し た GRIR CHOOT, LAI ES OFSEBVSUZS 
US, PAE LELO REEDS CHS SHIRE H 1H OBL ME Sidhe ¢, 


* 1954 42 3 9 20 HAAS, INGE RMMRA CH 


** Abe eh TD Aaa a 
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- 2~Tom oe ” ig ee 関 緑 岩 ・ 緑 名 BRK 0 Seg pe Peet» «Sib Z と 
同時 に , その 間隙 を 次 鉄 伏 ・ 黄 鉛 鉄 ・ © ARO GK Lis D> BED BS REEL 
が 充填 し て いる 。 tent 24 1.8m, wtEW LAA 50cm Thy VERO Ro 
FER MBOIAT LOM, 脈 が 切れ て し まう こと は な く , 走向 延長 は 200m に % 
お よび , 遇 の 東西 両端 は と も (CREO MEGS BGO BORE BS. tee Ie 
か わ つ て いる 。 現在 まで に , この 鉄山 か ら 出 鉄 し た MKD AMG > DED PE 
LREDCHSZo 
< OBIS EK ONT: £ FIC BAIR SY, EMEA LAE, POGUES aE 

な つて いる こと が 多い 。 し か し な が ら , AKG 地 並 で は 第 7 MCR TL II 


第 7 図 AGES 1 RK OSAN 


1 BAR 5 SAHK 

2 Pei RC 6 断層 

3 粘土 帯 7 断 賠 角 帯 
4 FLAK 


VE OER MBL OPRBRE ROWS ご と も ある 。 すなわち , Kaci 10 
cm LEONE T SRM © BB BEOKS KM N80E 方 向 の 脈 状 型 を と 
り , さら に その 上 盤 側 に は , 径 20~30cm OB PGK e MBB BY L 7: HHT PAHS: 
岩 塊 の 黒色 粘土 で 脇 絡 さ れ た 50cm 程 の 巾 を 有 す る 部 分 が 発達 し て いる 。 そ し て 
© > 脆弱 な 赤褐色 を 量 す る 関 緑 岩 体 に 移 過 し て いる 

この よう な 特別 な 場合 も ある が , 母 岩 に お よ PIAA LRMORORKE 
に いち じ る し く , と くに 黄 鉄 鉄 化 作用 < 灯 土 化 作 用 DIE Cb SA, 鉄 体 と し て は 比 
較 的 明瞭 な 境界 を も つて いる 。 そ の 変質 帯 も 鉱脈 と 同様 に 一 Burt ZAG 1m, [kK 
い 所 で 10m 一 不 規則 な 膨 縮 隆 を 有 し て いる 。 し か し な が ら , 現在 の 盗 料 で は , Bi 
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(LAL OMIA E RI TC LICH AWG CHS 
結局 , BOREAL REIS LA L OUT BRR REA D IB LIEK IR FT CE OMT 
SAMS S LICE AWE I CHS 
(2) 第 一 鉄 体 上 に の べた よう に , TORU OBAMRBBRLT ~ CT RAED 
走向 で ある が , この 仮 床 だ け 南 北 性 で ある 。 東西 性 鐘 と の 関係 は 第 7 図 に 示す よ 
うに 讐 床 生成 後 の 断 層 に より 転位 し て いる た め 明 か で は な い s 

= OSRILE Tm CORE Het L, 走向 NIOE, 4480S で , 東西 性 の 
BAR EU. < TIBUC YOO CIBREL P2SKIR CH So SKK ORBIEIS 70cm で 比較 的 膨 縮 
の 変化 な く 連 続 し て いる 。 現在 の と ころ 走向 延長 25m で , 北端 の 鋼 先 は や ゝ 不 規 
則 な 分 岐 状態 を と つて いる 。 こ の よう な 点 か ら BAC LOBROBHHLESS 
く 東 西 性 の 断層 運動 に と も な う 余 波 的 の 運動 の 結果 も た ら さ れ た と 考え られ る 。 
その 鉱脈 状態 を 見 る と , GNI LA THY, 時 に は , ERE 内 外 の 緑 泥 右 化 ・ 斑 
化し た 角 克 質 関 緑 岩 体 を 取 閉 ん で 輸 鉄 構造 を 示し て いる こと も ある 。 RARER 
RCL C, REG « REAR °¢ PAK « AEBS © HKG で 構成 され て いる 。 なお, 
Cn bed ASHE 10m の 掘 上 り 附 近 で は , 天水 の 酸化 作用 の た め 表 面 
LSE AC PERAK © BE 銅 鍼 な ど に 変化 し て いる 。 同時 に BED BEL ROT 
いる 。 


(3) FRU = OER LAMISRRE H300MIE LL KE CLAOROLKICBHL 
TwSo BRIS LPR LIU £9 CARS CREEK IEE LUC EW, | 
12+ 70S の 断層 粘土 駅 で ある 。 すなわち, BAO BRA RO RRO 72 OKRA 
EET SREP IC PAK © TAGS OD UE ER OR 72 SUK OS AARC ETE T BD ERIE 
広 錦 と 同じ ょ う に 膨 縮 が 激しく , 広い と ころ で 80cm, 狭い と ころ で 数 cm GH 
Bo なほ, COKER MMR RD 5 BNC 70m ほど 確認 され て いる が , HK 
端 郭 ば 々 びり ヶ 状 と な つ で いる 。 し か し 前 に の べた よう な 性 質 PLB ACA RICH 
側 へ の 延長 が 予想 され る 。 技 待 し た ょ うに , この 鑑 の 西側 へ ORR BY FT ZW 
Wee CAC, AFEGRRERICE COBLA で いる に と が 明か に され た 。 し た が っ つ 
て , この 牙 頭 も 構造 ・ 鉄 物 組 合せ が 神仙 堪 の それ と 全く 同様 で ある こと は 勿論 で 
BSo LMICKL CPOE AMIS ICY 5 1812 南北 の 断層 に ょ つて 切断 さ 
4 る よう で ある Ss 

一 方 , 傾斜 方 向 へ の 延長 を な が め る と , 末広 WASHES, COLCA 
部 分 は 黄 鉄 鉄 の 微粒 に よ つ て 黒色 を 量 す る 15cm MOM 層 粘 土 脈 で 代表 され , 局部 
的 に 黄 鋼 鉄 を 伴っ つて いる に すぎ な いよ うに な つて いる 。 

(4) Fest BSL WTNOAL MRAM MDSR, ACE AVON, 
PAPILIO C720 PERSE BES 散在 する ~ TO から 判断 し て , EER 
a" PVCWela TD PPAGK © BEGGS LT ALIRGRAGROD ES CHS 

な お , FARO PDE CBRE UE EKER SOM, これ : は お そら く 第 2 図 に 示す 
YE N10E 方 向 の 断層 に 由来 する 粘 士 と 考え られ る 。 

(5) i] BRE 鉱山 事務 所 か ら 陰 ノ 沢 を 約 500m 北 上 する と , 末広 通 注 塊 の 南 責 


BE 260m の 地点 に , この 鉄山 開発 の き つか け と な つ た 鉄 床 の 赴 頭 が ある 。 露 頭 は 
PERG TIRE O RIED 72%, ff 15m ほど の ぁ ヶ P+ FAC THY, po 


a a es haan 


理化 の た め 監 硬 綴 密 と な つて いる 。 ] 

= OSE ICH NS, M€9N75E, 幅 1m の いもち じ る WELL た 部 分 , 走向 
EW, 傾斜 70N, 幅 30cm の 石英 ・ 黄 鉄 鉄 の 鉄 染 し た 脈 状 部 分 , ほ ぽ 上記 2 方 向 
を と る 網状 部 分 か ら 構 成 さ れ て いる 。 : 

TBO DFM KOREA Cho, «FVD, PVEKBOK 
土 帯 中 に 含 SRRBR « HAGK © HONGK © PORGNGK ¢ APAGK « HRA HE HH 
EHRAM LF SMRMBKOL I CHS 

(6) #x-BR, S= BRAM EM SO db PMIRE X DOIZZ 160m 
の 地点 , S=BAIAK BRORGK 200m の 地点 HS. WRBE Y LEEK 
FSH ICRA T Z RPAGK « BGK © BYE GAGK e HPASK e BAIT, 走向 COW, 傾斜 
70E, 1g 30cm で ある 。 B=B RlLBo BH Lis ば 同一 直線 上 に あつ て , 同一 
鉄 脈 の よう で ある が , 前 に の さ べた よう に この 鉄山 の 鉄 床 の 多く は , 断層 で 転移 し て 
いる た め 明 か で な い ゥ 。 


V 主要 鏡石 
現在 採 所 中 の 2,3 の 鉱石 に つい て の べ ベ べ る 。 

(a) 角 奏 石英 黄 鉄 鉄 黄 銅鉱 鉄 石 BAC, 時 に 黄 鉄 鉄 微粒 の 散在 する 径 3cm 内 
WOBRARBARY, 石英 ・ 黄 鉄鉱 ・ 黄 銅 鉄 の 集合 が お お い , WDOZABRE 
形成 し TwBo 

i ED BODES ECHR EN, SORRMO 輪郭 は 全く みとめ られ な い 。 
PO, その 辺 縁 部 は 幅 0.5cm の 緑 泥 石 で 交代 され て いる が , 岩 礎 の 原形 は みとめ 
られ る 。 

各 角 秋 の この よう な 緑色 辺 縁 部 を 基底 と し て , 発達 し つつ あぁ る 石英 結晶 と を さま た 
CER 5 EPER COLA CHBL, TOME ET 1 7ROBBR ¢ GROKRG 
BHT AA, ZVEFMEBE CWS 

ZOLA -PORBREE ET Z. LRBOTCHIC AH Lemke QHETZ A 
EBDOCH, BwW4lrILEWUALYOSNZAWo 

以上 の 点 か ら 推 害する と , この 鉱石 は 相 王 に 間際 を 有する 石英 図 緑 岩 の 各 角 春 の 
弐 化 ・ 緑 泥 右 化 作 用 に 始ま り , 沈 淫 作用 は 各 危 礎 の 辺 縁 部 か ら 始 まつ て , Bie BHR 
鉄 を 沈 淫 す る も . な ほ , SRM MRM SO, これ を SHAK WHAT 
CCE ELON ENZO 

二 次 人 鉱物 と し て は , PA © PERAGK « PREASK © HIRE ALDEN Go RMIT 
鉄鉱 の 辺 縁 部 ), ある い は 割 目 に 治 つ て これ を 交代 する 。 な ほ , BEPASK o HAAG OD A 
成 は 黄 鉄 鉄 に は 見 られ な く , 医 鋼 鉱 に 限ら れる 5s 

これ と 類似 の 現象 は , Spencer,) 中 野 長 俊 カ に よ ょ つて みとめ られ て いる 。 TH 
dH = WM OPERA LTTE kh PARE AL AV EDR So 

一 方 , PERAGKIZ, LKORKREACRMBE IK, 交代 作用 を お よ ぼ ば し, 網状 に 


1) Spencer : Econ. Geol., 8, 627, 1913. 
2) 長野 長 俊 : AG, 13, 17, 1935. 
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貫通 し て いる が , 黄銅 鉄 の 大 部 分 を 交代 する よう な こ と は な い 。 時 に , BHR ee 
RIZAL (SROKA UICEORE に 鉛 藍 を 生じ て いる 。 こ の よう な 点 か , 
ら 一 般 に みとめ られ て いる 鋼鉄 富 化 作用 の TRI RRR BAB — BEA — 
鉛 式 一 交 銅 鉄 一 の 中 間 過 程 を 示し て いる の か る も 知れ な い o 

脈 状 を し た 石英 黄 鉄 鉄 黄銅 鉱 鉄 石 

EEL, HIDE LO CRAG ROR BAOBIREREL, さら に 
ERM b DUR L THOR 6 BRC, RARER 0.5 cm KO MBM REE 
ふく む 。 こ の 春 が 多数 に な る と , HBMRLZOTK Bo 

Cc ORORAIAMNCHS SS, BROMMT 石英 を 主 と し , さら に その 内 側 は 
Be AROS, 中 心 部 は 連続 性 に と ぽ し い レ ンズ 状 を 呈し , HC LE RRR 
SKA 2 7D, GRUABO MOAR ISSR CAEILL TW So さらに, これ ら 各 帯 を , 0.2c 
M 幅 の 乳 自 色 石英 脈 が 網状 に 費 き , FC BC BE RORAT Zo 

(b) 親 土質 鉄 PORK DORR, BLURORKE LMR OMEBE 
(METEHEL OKA LINKS So 

SKIT EEO fa LEOMEIML COBB, MPSKBOKe 3. oO BER 
か ら な つて いる 。 

し た が つて , EMOMRAELARL て は お ら ず , BIL ¢ elem BUCA 
ILENE EORMER, さら に , BIE « HBG © RRO SIC kD CBA & 
れ た に すぎ な い 。 そ し て , この 種 鉄 石 に は , か な り 多 量 の 石英 が みとめ られ る 。 そ を 
の 形 も , 不 規則 凸凹 状 の も の か ら , 短 柱 状 の も の , 微粒 石英 の AMARA ED 
HOT, ひじ よう に 複雑 で ある 。 こ れ は お そら てく , BRAK 岩 自 体 か ら の , ある い 


は 変 代 産 物 と し て の 石英 で あろ 3。 
VI ROAR 


COMBS KUCOMUCABT ZARB, DOT, 矢島 浴 策 が 
西南 北海 道 寿 都 地方 の 調査 に お いて 発 事 し た 深成岩 な ら び に 鉱床 と 一 連 
関係 を も つて いる も の か も し れ な い 。 す な わ ち , Kili 寿都 図 幅 説 明 書 
CARH ADEE A, BRB CAK DP DEVMERRRE, 周縁 伝 石英 実 
岩 の よ うに 人 岩 質 の 変化 に と む が 三 括 て 代表 せめ だ )7 OLIAARR 
活動 が 琶 閥 統 の 下限 近く に あつ た と 記載 し た 。 同 時 に 矢島 氏 は 大 政 鉄 山 
BWC, 石英 斑 岩 の 玲 岩 質 の 部 分 に 銅 , 鉛 , 亜 鉛 鉄 の 網状 脈 が 肥 胎 し , 
種 の 黒鉄 鉱床 の よう な 様子 を 示し て い る と 記載 し た 。 そ の 後 河田 英 3 や 
は 司 讐 山 の 調査 を 行 つ て つぎ の は よう に 結論 じ た 。 Thbhd, Beppe 
上 島 氏 と 同様 に 漠然 と 新 第 三 紀 層 下部 に 雷 出 し て いた と し , MRED Ci 


1) Shouten, : Econ. Geol., 29, 646; 1634. 

2) AER, Yh: 270, 北海 道 工業 試験 場 地質 調査 報告 
寿都 図 幅 説明 書 , 1939. 

3) 河田 英 , : 北海 道 工業 試験 場 鉄 床 調査 報告 , 第 2 号 , 1942. 
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DENOEUK AHS ° BRRUCE ¢ BICMES EORICE ° BUS + BRM 
Biz a ~O IB CHER L, 頁岩 が cap rock の 役割 を 演じ た と 記載 し 
て いる 。 ; 

AOS Cts, 録 化 作用 は すでに の べた よう に , 下部 緑 名 凝灰岩 , = 
Nea Kime eaek, So Ono MAME LUTE MO RAR 3. 
(USE, TOELO LERERIKABE CHIATWS. UMP DEZHAD 
構造 鉱物 組合 せ * 母 岩 の 変質 な ど が 類似 する 点 か ら 判 断 し て , ほとん ど 
の EO た らら AO OS られる 00 た 
化 作 用 の 時 期 は 上 部 緑色 凝灰岩 堆積 以後 で ある こと は 明か で ある が , 上 部 
緑色 凝灰岩 の 上 に 第 四 系 火山 噴出 物 が お お つて いる た め , 現在 の と ころ 上 
BRISA CH So 

Sule, WSL CON CAR CES TEU, Gira CHRORReE 
ERFZLDEODEICHS. 


be a OX I Be OR 
ae 上 部 緑色 凝灰岩 +? 上 限 
本 ae 
FER EURIT  _~ pees a . 
統 | gaye gre og 
ao BER EK) 


以上 に の べた 点 か ら , この 鉄 床 に お いて は 新 第 三 紀 層 を 賀 く 固 緑 岩 を 直 
接 運 鉄 岩 と し て , あぁ あるいは 鉱 床 の 成 因 と 結び つけ る こと は 不可 能 の よう で 
ある 。 

要する に , 西南 北海 道 に お いて は , 大 攻 鉄 山 , 陰 の 沢 鉱山 の ょ うに , H 
似 の 時 代 の 深成岩 活動 は 鉱床 と は 直接 的 の 関係 を 有 し な いよ う で ある 。 し 
か し な が ら , これ ら の 大 性 緑色 淫 灰 岩の上 に 石英 粗 面 岩 , 同質 凝灰岩 が 当 
鉄山 周辺 (地質 図 か ら は ずれ る ) , 大 玖 鉱 山 に お いて る も 優勢 に 発達 し て い 
る 点 か ら , この よう な 深成岩 活動 も , あるいは , BEEK AEH Ke 
A STAVE 

一 方 , 斎藤 正 次 は 茅 沼 図 幅 説明 書 ” に お いて , SHOR 成 岩 活 動 の 時 
期 お ょ び 鉱 床 と の 関係 と は 全く こと な つて いる 。 す な かわ ち , 図 幅 内 の 主要 
Saat rises lia, 石英 斑 岩 等 の 紀 人 活動 に 成因 的 関係 を 相 
する と し , か つ 皇 要 な 銚 床 は 貫入 岩 体 内 より も , これ か ら や ・ ゝ 離れ た 火山 


1) ARIE, : 五 方 分 ノー 茸 沼 図 幅 説 明 書 , 北海 道 開発 庁 , 1952 


244 2 BE MR SS we 


岩 質 岩 中 に よく 発達 し て お り ,- か つ そ の 時 期 は 鮮新 世の中 頃 で あぁ ろう と 記 
RC ’ 
この よう な 点 か ら , 現在 の と ころ 西南 北 海道 に は 二 時 期 の 深成岩 活動 が 
HY, 新しい 時 代 の も の が 鉱床 と 密接 な 関係 を も つて いる と いう こと が で 
さる 。 : 
VIl = 約 


A RRUORRIA BHA PHIM SPR ARIK, CN 
BA ARMs, Sb ON b Meme SE 3 EMR ARS Bic ey 
る 鉱脈 型 , 鉱 染 変 代 型 鉱床 で ある 。 

GLURASSE PRIS BRS AAS Lb UES CRAKE t OMNES 
中 に あつ て , 走向 は 東西 方 向 が 主 で , 南北 は 従 で ある 。 これ に 属す る も の 
は , | SEK ¢ ILE ° AMUSE CHS. TOMA HEA RRRRKAS 
HARK ° (RROD GRAB ° HEE ARCHSZ. 

一 方 , SAGA © Ze fRHIOR RIL FER ELK AO RGA ICERFET SM, そ 
の 規模 は 前 者 ほど で は な く , か つて 高 品位 金銀 鉱 を 産 し た と いう が , IAS 
の た め 明 か で な い が , 銅鉱 に は 逐 し か つた よう で ある 。 鉄 石 は 主 に 粘土 質 
然 で ある 。 禄 日 * 千 寿 ・ 寿 鉱床 は これ に 属す る よう で ある 。 

この 鉱床 の 銚 化 作 用 CRTIO HSE SSA) DAME CHEST LI 
か で ある が , その 上 を 直接 に 第 四 紀 層 で お お れ て わい る た め 上 限 は 不明 で 
ある 。 な お , 従来 議論 され て きた 新 第 三 紀 層 を 貫く 完 上 品質 岩 大 は 鉱床 生成 
と 関係 が ある か , どう か , と いう 問題 に 対 し て は この 鉱床 で は 直接 的 に 
は , 役割 を 演じ て いな いと 考え られ る 。 す な わ ち , 鉄 床 は 関 線 岩 を お お う 
上 部 緑色 凝灰岩 中 に まで お よん で いる の で , GREER ARISE LMU 
ける と , 四 緑 岩 は 直接 関係 し な いこ と に な る 。 

Lad, 西南 北海 道 に お いて は , 新 第 三 紀 層 を 貫く 深成岩 に は , Fes 
方 の ょ うに 鉄 床 と 直接 関係 の ある も る もの と , 槍 の 沢 鉄山 の よう に な いも る の と 
の 二 種 が あぁ あり, か つ そ の 活動 時 代 を 異 に し て いる 。 


地質 図 及び 同 説明 書 が 発行 され た 。 FOF SHAMBLES IHL RY, 共に 
同一 精度 で 編集 され , SIU OMOEA Lush, SONAR 
RUSHED 容 料 と し て 参考 に な る 。 倫 説 明 書 は 現在 その 1 (北上 山地 
Pie YPM RS RBER, 97H) が 刊行 近く 残り が 順次 発行 され る 。 

(昭和 29 年 発行 ) (HA) 
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A note on geology of Miyamori district, Iwate prefecture 


BS 陽 & 郎 (YS6taro Seki)* 


本 誌 第 38 BSH 2 Fic, 加藤 氏 の 表記 題目 の 論説 が の つて お り , 同じ 地方 の 地質 
及び 岩石 を 手がけ て いる 私 に 対す る 批判 も る 含ま れ て いて , 私 に は 非常 に 参考 に な つた 。 
MRARORE OR, 私 が 異 見 を も つて いる 点 が 少し ある の で , ここ で 私 の 考え を 

の べべ て 大 方 の 叱 正 を 頂き た いと 思い , 筆 を と つた 次 第 で ある 。 

1. 加藤 氏 は 「 本 地域 の 古 生 層 は 二 曳 紀 登 米 陀 に 相当 する と 療 え られ る 」 (48 頁 )1 
が , 私 の 知る 限り で は , この 地域 の 古 生 層 は , 飛 竜 出 か ら 宮守 村 北 部 に か は け て 分 布 す 
る 薄 衣 相当 春 岩 層 GA) を 除け ば , TX TERIOR (坂本 沢 統 な いし 中 部 ~ 下 
BAKA ( 長 岩 統 以 下 ) CHS, BK, 雲上 鉄山 附近 の 古 生 層 は , その 中 に 分 在 す る 
石灰 岩 が Pseudoschwagerina, Pseudofusulina, Anthrccoporella, Hikorocodium, 
RE Epimastopora を 有する 点 か ら , 下部 二 畳 紀 層 で ある こと は 確実 で ある 。 谷 , 
気仙 郡 矢 作 村 夏 通 及び 飯森 峠 附近 に 分 布 す る 雲上 鉄山 に 類似 し た 鉄 床 も る ほ ゞ 同じ OB 
WNL HDSLARSMNZS 

2. 53 頁 以 下 に ある 加藤 民 の いわ ゆる 第 3 KiB ZHeAi, 私 に は 全く な つ 
EL TEU Mid, 本 地域 (加藤 氏 の 論説 の 第 i 図 及 び 本 論 の 図 の 地域 ) の 西方 
を 除い て は , 第 3 系 は な いと 考え る 。 
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* 生 埼玉 大 学 六 理学 部 地学 教室 
1) 加藤 氏 の 論説 の の つて いる 岩 鉱 38 巻 , 第 2 号 (1954) の 頁 数 を 未 す 。 以 下 同じ 
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加藤 氏 が , TREC tS) (53R) が 第 3 系 で ある と 云わ れる 宮守 駅 
の 切 取 農 の 砂 春 層 を 追跡 する と 上 図 の ょ よう に な り ,. 之 は 蛇 紋 岩 体 及 び 古 生 層 の 上 に 
「 略 水平 」(54 貢 ) に の つて いる 。 こ の 九 春 層 の 砂 質 部 及び 春の 構成 物質 は , 場所 に 
ょ つて 大 へ ん 異な り (例え ば , SBIRIAUE Cla ETERS ECE RUZ ORE ORR 2S 
多く , 叉 , 加藤 氏 の 指摘 し て いる 薄 衣 奏 岩 の Boulder は 上 図 の 〇 印 で 示し た 地域 
の み に 限 られ て いる , ROARS, 現在 の 砂 春 層 の 分 布 す る 所 の 直接 下 磐 , 又は , 
VEEL eR ORM EIR LCS. この よう な 砂 春 層 の 岩 相 及び 分 布 か ら み 
て で Bld, TOD 3 KR, RTA (Zk, MHORN LARA, fA 
木 平 か ら 北 上 し , BAER C, 岩根 橋 に 下 つ て いた らし い ! 及び その 支流 に 治 つ た 河 
床 玲 積 物 で ある と 思 つ て 居り , この 考え は , 本 地域 の 地形 に も よく あら われ て いる 。 

加藤 氏 が 「 石 英 粗 面 岩 , 安山岩 な どの 危 奏 を 含む 集 塊 岩 状 の 灰 景 色 北 灰 岩 質 砂 岩 
層 」!53 頁 ) と よぶ も の は , BKHBAO-BCHD, XR, 「 宮 守 駅 西方 一 粧 の 比較 
的 固 結 化 強 い 黒 灰色 砂岩 層 」 (53H) は , 明らか に 蛇 紋 岩 中 を 貫き , Reet OFA 
部 に 滑石 を 生 ぜ し め て いる 挫 岩 岩 脈 の 一 部 を さして い る と 考え られ る が どう で あろ 
32% 

2, (ARBRE YO OTA CU ERORER SB UV Mba] (548) を も つこ と が , LOM 
Met [Gl tk HIRE AMT) (548), 叉 は 第 3 系 が 発見 され 」(60 頁 ) 
た と する 理由 に な る の で あら うか 。 

も つと る も, 加藤 氏 が 第 3 紀 層 と する も う 一 つの 理由 は , PIMA. RUBE SI 
灰 岩 が あつ て , それ が 裏 日 本 新 第 3 HOT V—-V I TIMMS SA KUL 
け て 考え て お られ る の で は な いか と 思う が , この 点 に つい て の 私 の 考え は 前 述 の 通り 
で あぁ る 。 ; 

(この 砂 春 層 中 に ふく まれ て いる 薄 衣 タイ プ の 春 岩 の Boulder MeAKREERS 
まれ て いる こと は , 加藤 氏 の 云わ れる 通り で , 私 が 前 に の ぶさ た (地質 雑 1952). こ と 
は 訂正 する ) 

fd, 宮守 村 下 栃 か ら , MERON BD. FRA KE CIbAL MICOS Hts, DOR 
に よる と 第 3 系 で ある と いわ れ て いる が が , 私 は , 上 に の < べた 和 妙 春 層 と は 全く 別 の も 
DC, これ こそ 潤 衣 礎 岩 を 含む 二 皿 系 登米 統 の 地層 で あり , 超 塩 基 性 岩 体 の 聞 に 介 
在 す る roof pendant と 考え て いる 。 AMBRE 「 附 近 古 生 層 中 に は 発達 を 見 な い 所 
ae KER | (60 頁 , 61 頁 ) が , 加藤 氏 が 第 3 系 だ と いわ れる 和 砂 春 層 中 に 「 巨 犬 な 
Boulder (618) {LUC [Heice!] (618) EnCwSrbe (HBCHSI 
と 不思議 が られ て いる が , 上 に の べた roof pendant LOMABMEL, FOMER 
Boulder と し て も つ 砂 春 層 と の 思 係 に つい て の 本 論 の 前 図 を 参照 され れ は ば は, APE 
の 不思議 も 解消 する で あろ う 。 

3. (a) 宮守 超 塩 基 性 岩 体 が , 今 まで 私 が 調べ た 地域 より 更に 北 北西 に の びている 
こと は 加藤 氏 の 指導 され た 通り で ある (55H), CORKS, WE CAATE MERE 
に よ ょ つて 中 か れ て いる が , MBORNC HAO 50~100m. の セ プ タ 水 し ば し ば は 
さま れ て いる 点 , 及び 宮守 を 中 心 と する 超 塩 基 性 岩 体 の 構造 的 な 発展 過程 Ge, 地 
ME 1952) か ら み て , Ald, 現在 の 官 守 超 塩基 性 岩 体 の 形 は 谷内 花 賜 関 緑 岩 貫 入 以 
前 の 形 を ほ ゞ 保持 し , BO, 大 迫 以 北 の 超 塩基 性 へ 塩基 性 岩 体 と は (BRE UT, 
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僅か に 連続 し て いる が ) 一 応 独立 し た 単元 あみ な し て いる と 考え て いる 。 

(b) te SAL, 加藤 氏 が 第 3 系 と よ ぼ れ て いる も の と の 関係 に つい て の 私 
DA ALAMO) で ある 。 

(c) MBAS, ARM LARC OM, TRABRCHS bv 5 SY 
証拠 は 見 出さ れ な い 」 と いわ れる が , POMBE CL, EEN THILHOR, 
沢 北 部 で は , 宮守 岩 体 は , 北上 中 軸 帯 の 変成 岩 と 直接 に 接し て いて , 地質 図 で は 前 者 
は 後者 の 片 理 を discordant に 切る こと が 明白 で ある 。 叉 , 加藤 氏 は , ARE 
was [ERK BIN CHSL Bb] S BHI (55 頁 ) が ある と いわ れる が , 
この 点 に つい て は 現地 で 指導 し て 頂き た いと 念願 する 次 第 で あぁ る 。 

(d) 前 項 で 述べ た こと に か らん で , ABRIL, 宮守 岩 体 が 「 或 は , 古 生 層 中 に 挟 在 
する 同時 代 の igneous complex で は な か ろう か と いう 疑問 」 (55 頁 ) を も つて お ら 
れる 。 私 は ;』 今 まで の 色々 の デー タ か ら , 下 で 述べ る よう に ,』 この 岩 体 を 後期 ユラ 紀 . 
位 た で きた も の と 考え て いる J。 RL, この 私 の 推論 に も 一 つの 問題 が の こつ て いる 。 
それ は , ERO BMOBKERE RC, RRS, 交 石 岩 が 稼 と し て 含ま れ て いる こ 
tChS. (DIATE, 宮守 岩 体 構成 岩 と 全く 同じ も の で , 前 者 が 後者 より 由来 
し た こと を 示す 証拠 は 何 も な いし , 又 , ちがう と いう 理由 も な い 。 もし, 両者 が 同一 
の も の で ある と し た ら , BRK, 後期 二 罰 紀 以 前 の 終 入 で あぁ る こと に な る 。 LO 
点 の 十分 な 解析 は , EIE, 今後 行なわ れ ね ば な ら な い 。 

上 述 の よう な 問題 は 今後 の 研究 に まつ と し て , 最後 に 私 及び 加納 博 が 現在 抱い で 
いる 宮守 岩 体 の 北上 山地 の 地 史 に お ける 位置 に つい て の 考え を 簡単 に の べ , TRE 
及び 読者 講 兄 の 御 批判 を 項 き た い 。 即ち , 

宮守 岩 体 は (南方 の 大 島 ・ 新 月 噴出 岩 類 と 共に ) 盛岡 一 気仙 河 構 造 線形 成 に 伴 つ た 
火 成 活動 で , BEBEMMARAAA (中 期 ト リア ス 紀 ?) 以後 , Te GAM fem 
BAA HABA?) 以前 で , ほ ゞ 後期 ユラ 紀 に 綱 入 し た も の と 考 ら れる & そし て , 
古 期 深 成 作用 CLLR AR, 同 変 成 作用 (いずれ る ゃ も 古 期 二 四 紀 と 中 期 二 罰 紀 と 
の 間 ) に は じ ま り , BREA (eee Ba Emi A), 同 変 成 作用 共に 
中 期 ト リア ス 紀 ?) に 終 つ た 北上 中 軸 帯 に お ける 一 連 の 変動 の 後 , 北上 山地 に 新た な 
変動 が 起り , この 新た な 変動 は , 中 軸 帯 西側 の 深 成 作 用 と し て は , 宮守 超 塩 基 性 岩 
類 の 活動 に < に はじまり, Fe AME MARE BAIKORLBASN So 

4. 50 頁 以下 に か ゝ れ て ある , 宮 等 近傍 の 古 生 層 源 の 変成 岩 類 の 化学 的 , 鉱物 学 
的 記載 は , 私 を 含め た 北上 山地 研究 者 に は 大 へ ん 参考 に な る 。 この よう な 問題 に つ 
いて は , 別 の 機会 に の さ べた い 。 た と えば ぼ ば, (北上 中 四 帯 の クロ リト イド 岩 に つい て は 
近刊 の 埼玉 大 学 紀要 (1954) を 参照 し て 頂け れ ば 幸 で ある 。 (1954.5.31 記 ) 
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岩手 県 宮守 附近 の 地質 に つい て , 術 が 野外 で 観察 じ た 事 実 を 卒 直 に 申述 べ て , 関 
ABR DEBRICE Z% Bo é 

1) 問題 と な つた 地域 の 古 生 層 の 時 代 に 関し て は , 「 登 米 統 に 相当 する 」 も の と , 
私 が きめ た も の で な いこ と は 本 訪 を よく 読ま れれ ば わか る 箸 だ 。 関 氏 の 前 の 報 文 ( 地 
質 58.p.131) に る , 「 ペ ルム 紀 と 思わ れる 古 生 層 」 と 記載 され て いる 。& ORB 
な 化石 が 出 た の で , 登米 統 , 叶 倉 統 の 外 に 中 部 一 下部 石炭 系 も ある こと が , 新 ら し く 
知ら れ た と いう な ら ば , さ 様 で すか と 承 つ て お くま で ゞ ある 。 

2) 第 三 系 の 有無 に 関す る 議論 は 少し 複雑 に な る 。 

私 が 「 一 応 第 三 系 と 見 叙 し て 置く 」 と 述べ た の は , 岩 相 と , BARE, TOC, 
蔵 す る 植物 化石 等 か ら , 古 生 層 に は 属し な いこ と が 明らか で あり , 且 叉 第 四 系 と も 

思わ れ な い 。 一 番 近 い の が 第 三 系 で ある と 見 然し 未だ きめ 手 を 発見 し な いこ と か 
is ド 一 応 第 三 系 と 見 位 し た 」 の で ある 。 これ に 対し て 関 氏 は | 全く な つと さく 出来 
yw) と 言う 。 然 し 関 氏 は 今後 , も つと ょ く 歩 きも つと は よく 窟 鶴 する な ら ば きつ と 
な つと くす る 時 が 来る と 私 は 信ずる 。 “ 

RIC MALO MITRE AN CED, きめ 考 が な い の に 「 一 応 に せよ 」 第 三 系 と 見 
ARGO LIMITE WILLS LW 然 ら ば 関 氏 の 「 刈 三 系 が な い 」 と きめ る こと 
は , より 以上 の 独断 で は か な ろう か 。 それと も 「 あ り 得 な い 」 と いう 理論 的 証明 の 
土 に 立つ で の こと ど と なら, それ を 承り 庶 い 。 RAL, 見 誤り と いう こと る も 半 地 質 調 査 に 
は あぁ あり 得る 答 で ある 。 

AAS | TRE VCHAI LL CWSI と 述べ た の は , FY HT RL ROR 
が あぁ ある が , よさ く 観 察し た 結果 , 第 三 系 に 結び 付け た 事 を 意味 する 。 この 意味 で 関 氏 
に も , も 3 一 度 見 直し て いた ゞ きた いと 思う 。 そ の 上 で 御 異 見 が ある な ら 承 り 度 い 。 

「 薄 衣 型 栓 岩 boulder」 に つい て は , 関 氏 は その 分 布 を 図 上 に 指示 し て , その 区 
域 に 限ら れ て 存在 する と 述べ , その 図 を 「 参 照 す る な ら ば , 加藤 氏 の 不思議 と する 
と ころ る 解消 する で あろ う 」 と 言う て いる が , 実際 の と ころ この 色 ABMS BELO Bee 
で , その 外 で は , BRAM Bred, 或 は 歩か なかつ たから , 無い と 推定 する 
だ け の こと で , も う 少 し 現地 を 丁寧 に 歩か れ た な ら , 思わ ざる と ころ に 多々 存在 する 
こと を 発見 する 和 汗 で ある 。 例 えば, 人 飛 竜山 一 希 物 一 宮 等 間 の 関 氏 の 登米 統 と し て 図 
示し て いる 区 域内 広範 に 豆 つ て , それ か ら 闘 氏 の 超 塩基 性 岩 体 の 分 岐 体 と 名 付く る る も 
の の 東側 念 : 面 の 谷間 等 で , これ 等 の 地点 は 主として 300m 前 後 の 高 い 位置 に あり , 
Ti2% ZO boulder は よく 水 磨 され て , 生 角 らし いも の が 全然 な く 丸 味 を 帯び て い 
る 。 根 が な い が , 雷 頭 部 が 崩壊 し て 単に 転げ 落ち もち た も の と は 見 受け 難い 形 を 量 す る 。 
径 も 1m AS, 中 に は 数 m に も 及ぶ も の も あり , Eh boulder る 温 つ て いる 。 

! 肉 沢 一 柏木 平 一 柳 堂 一宮 等 へ か け て の 砂 磁 層 を 関 兵 は , FRAO IIT ROMER 
物 で ある と な し , 地形 図 に も よく 現われ て いる と 説明 し , 添付 の 地質 図 の 上 に も, 如 
MISES SOUL<MSLCENTWS. LOMD 初め か ら そ うき め て , 其 く 見 える よう 
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画 い y= まで の で こ と と 思う 。 HAR, DRIVES L OME LZ 150m- 内 外 に 達し , 
M2 > 砂 奏 想 の 厚 さ より も む じ ろ 粘 土 相 の 方 が 選 か に 厚く 発達 し て いる 。 中 河 床 の 
PERS, BOSE, 砂岩 層 迄 に 結 化し て , 同一 水系 に 属す る 現在 の 河 流 の 河 
PRC L, その 流れ の 水 触 に 対し て 強い 抵抗 を 示す こと が あり 得る で ぁ ろ うか 。 波 
ヶ 石 川 と 宮守 川 と の 合流 点 附 近 の 沢田 南方 の 河床 に 現われ て いる こ OF OB Hic 
いて , これ る も 河床 堆積 物 で ある と いう 説明 を 伺い た い 。 

私 は 「 木 片 化 右 を 含む 」 と 記述 する 宮守 川 河中 の 地層 を [ene “RD —# 
RAL CWSLBASRBE IM) LBICBOCS . 論 に は な ら な い 。 私 の 指し て い 
る の は , L5< BRORET SHOSESMROW 30m 上 流 の 河床 の 赴 出 層 で , BARRIS 
凡 ら く こ れ を 見 逃し て いる だ ろう と 思う 。 | 

私 は 第 三 系 と し た 理由 を 関 氏 は 「 如 藤 氏 が 裏 日 本 新 第 三 紀 の グリ ー ン タフ に 相当 
する 火山 活動 と 関係 づけ ……」 と 私 の 心境 を 桂 庶 し て いる が , これ は と ん で も ない 誤 - 
想 像 で ある 。 人 に よ ょ つて は 野外 観察 の data CBX tEC 10D, 頭脳 を 働か し て 想 
定 を 怖 し くす る こと を 得意 と す を 向 も ある と 聞い て いる が , BOKAUMICHA CH 
人 察し た 事実 を 伝え て 居る に 過ぎ な いこ と を は つき り 断 つて 置く 。 も つと る も ABE 
DPCwStEwji eZbEREBL GIEDT So 

PRILZE OBESE ET, この 地域 を も う 少 し 広く 歩い て , 第 琶 示 を 思わ れる る 
の を 吟味 し て 見 た 。 矢 張り 第 三 系 と 断 ず る きめ 手 は 発見 し 得 な か つた が , 前 の 判断 を 
訂正 する 必要 の な い 事 の 確信 を 得 た 。 そし て 私 の 「 一 応 第 三 系 と 見 働 し た 堆積 層 」 
の 発達 区 域 が 更に 増大 し て いる こと を 確認 し た 。 

3) a. 「 地 域 の 超 塩 Ze Ee Vk aS Ai Dts 連続 し て いる こと は 認め 」 ら れ た が , HK 
LER se [— Gea LI MIEEMLTOBL#HLSI LS WAL OAS CO 
「 一 応 」 に 根拠 が ある で し よう か 。 北側 を 一 応 調 べた 上 で , En tage tS 
BR CDELCUEGDS, お 尋ね いた し た だ たい sg 

b. 超 塩 基 性 岩 と 古 生 層 と の 関係 に つい て , 「 地 質 図 で は 前 者 は BHO 片 理 を 
discordant に 切る こと が 明白 で あぁ る 」 と 言わ れる が , 地質 図 で は と も 角 , 現地 は ど 
う 見 られ て 居 ま すか 。 若 し 此 の 間 が , ( 関 氏 の 指摘 され る 栃 沢 , 幅 沢 附近 で ) 断層 で 
NNE その 附近 の 関 氏 の 調査 結果 か ら は , 両者 が 貧 入 関係 で ある と 

う 証 拠出 て 来 な いと 思う 。 更 め て お 伺い 致し ます が , この 両者 が 直接 に 接し て 
LR 

関 氏 の 添付 地質 図 は 真 に 美しい 図 で あぁ る 。 記 号 に は 断層 を 表示 し て 居 な い が , Hh 
BMOWBICRL CRETE, ( 違 つ て いる な ら お 許し を 包 う ) 断層 も た くさ ん 造 
つて 居 ら れる 。 実際 確認 され た の か , 又は 構造 上 か ら 帰 納 さ れ た の か は わか り ま せ 
AD, 中 に は あま り 重 要 な 意義 を 持た な いと 思わ れる も の まで る も 苦労 し て 入れ られ 
て 居る よう に 見 受け る 。 図 上 で は 河床 堆積 物 ( 関 氏 の 言わ れる ) の 区 域 よ り 一 歩も 出 
な い 断 層 も ある 。 これ は 河床 堆積 物 自 体 に 生じ た 断層 な の か , 又は その 下 の 基 盤 に 存 
OM a cs eee 
そら く 河 床 堆積 物 を 鉛 い で 調査 し た も の で あぁ あろ うこ と を 思う 普通 で は 出来 な い 
RBA SINC UT, I ae 
古 生 層 と の 境界 で ある 。 この 境界 は 図 上 で は , 線 の 具合 が 断層 と も る 見 られ , そう で 
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な くる も 見 られ る 。 然し 最も 肝要 な こと で ある , MEPAald, WK, MMKGOR 
えら れる 火 成 活動 の 時 代 の 推定 に も 重大 な 影響 を 持つ も の と 信じ , 両者 の 接する 
very point を 観察 し た と いう 関 氏 に , どう きめ て 居 ら れる か を お た づ ね いた し ます 。 | 
c. 関 氏 は 「 超 塩基 性 岩 の 貫 入 時 期 を 後期 ユラ 紀 と 考え る 」 と 重要 な 推論 を な し て 
居 ら れる 。 革 し この 推論 の 根拠 が 強力 な も の で あぁ つて 自信 が 持た れる な ら ば , SEK 
(PR EHORPEARRLEA ACRE, BABORASZENCEIII Lb B 
Reet OE AREAS [—-OORARES BO CHAI] SCHS. FCOBEORMTT 20 
最後 の 「 関 , MMPOMRDSREAY CEONS eS ERRKOA LUMOMRIC BY 
BMBtrOw COBAHI OW CS, 推論 の よう で ある か ら , 私 は た だ 「[ 左 様 で 
すか 」 と 承 つ て お く 。 た だ 一 言 感 想 を 申 上 げ る と BRS, 宮守 岩 体 は 盛岡 一 気 
仙 沼 構造 線 の 形成 に 伴 つ た 火 成 活 動 に よ つ て 貧 和信 し た と 考え , その 時 期 は 後期 ユラ 紀 
だ と な し て いる 。 叉 遠野 花 賜 岩 の 賃 入 は 宮守 岩 体 在 入 前 で 「 中 期 ト リア ス 紀 」 と 推 
断 し て いる 。 この 推論 は 遠野 花 内 岩 の 引 和 信 に 基 因 し て その 周囲 の 古 生 層 中 に 生じ た 
変成 帯 内 の Isograde line が 宮守 岩 体 に よ つ て 切ら れ て いる と いう こと を , 重要 な 
根拠 と し て いる よう で ある 。 RL CRE [lsograde line] OFF#GL, 宮守 岩 体 が 
「 こ れ を 功 つ て いる か 含み 」 は この 推論 の 正 得 に 重大 な 関係 を 持つ わけ で ある 。 ルル 
らく 関 氏 等 は 精 寂 な 野外 観察 と , 顕微 鏡 的 研究 の 結果 , 確実 な 証拠 を 掴 ん で の こと 
と 思う 。 私 は 構造 地質 に つい て 論議 する に 適当 な 答 識 を 持つ て 居 な い , た A 
を 研究 され て いる 研究 者 達 の お 説 と , 出さ れ て あぁ る 文献 た 居 合 し て 見 る と , 盛岡 一 
仙 沼 構造 線 が 出来 た の は 第 三 紀 時 代 だ と の 説 も る あり, RRS MARKO is 
域 で は , 宮守 岩 体 と 古 生 層 と は 断層 で 界 さ れ て いる と の 報告 も あり , Mie eK L 
宮守 岩 体 と の 問 に 存在 する 古 生 層 は , 宮守 岩 体 と の 接近 部 に Kur Cis EMARRE 
受け ず ナ マ で ある と 見 て いる 人 も ある 。 私 は 関 氏 等 の 推論 と これ 等 の HIRE OB 
と を 対 早 し て 「 こ れ は 面白 い 」 と 思っ つて いる 。 
最後 に 私 は か つて 先 斐 の geologist か ら : **Lacarte géologique n’est jamais 
finie” と いう 泰 西 の 言葉 を 引い て , 地質 調査 と いう る の は , KAO SIR YD 
. え ず 行 われ る で あぁ ろう 。 そし て その 上 度 毎 に 野外 か ら 新 らし い 事 実 が 発見 され , 解明 
が 一 歩 一 歩 真 実に 近づい て 行く も る の で ある と 教え られ た 。 そし て 悠久 な 時 の 一 駒の 
.geologist が 一 通 の 観察 を 基 に し て 「 こ れ が 決定 版 だ 」 と 割 功 つて 強く 断定 する こと 
は 催 越 で ある と 誠 め られ た こと を 忘れ な い 。 従 つ て 奴 は 今 自分 の 考 えも 割 功 つて の 
こと で は な く , 更に 新 事実 が 発見 され て , 「 君 の 今 迄 の 解説 が 違う ぞ 」 と 言わ れる 
な ら ば 喜 こ ん で 教え を 受け る こと を 付け 加え て 置く o 
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7695, SBSBORMG \Venkatesh, V. 

印度 産 の 7 {il O78 75 FO BBE AO OE 
を 観察 し た 結果 に よる と , 1) RAE 
合 面 に 一 致し (110), (130) に 限ら れ 前 
者 が 多い 。2) MARR + BHR 
の 他 に 面 角 が 夫 に 60° に 近い た め 擬 六方 
対称 を な す 環 状 ・ 星 状 ・ 同 心 状 の 三 連 ・ 六 
i PCED RS OBAMAS 現われ る 。 
3) —f§ OMB Ov CHROREMILE 
VE 60° Ser L,. (110) & (130) %x 30° 
が 90° で 交わ る 。 4) 双 品 面 を 決定 する 
tk U zF-—-7 tC YE Z OFFE Ell 
ば 良い が , 簡単 に は 双 品 面 を J 軸 ( モ E W) 
に 垂直 に し 対 角 位 で J 軸 を 廻し て 消 光 す 
る と き は (110) で あぁ あり, 消 光 し な いと き 
は (130) で ある 。 5) 双 卓 型 と 岩石 の 成 
大 と の 関係 は , 単純 , 集 片 双 品 が 低温 性 
の 片 麻 岩 そ の 他 の 粒状 岩 に 普通 で ある の 
に 反し , 環状 等 の 複雑 な 型 が 本 試料 中 で 
は 斑 璃 班 岩 に 限ら れ て いる の は , ARG 
の 双 品 型 に 関す る 和牛 来 の 報告 と 比較 する 
と 興味 深い 。(Am. Min., 39, 636~646, 
1954) (Fae) 
7696, BE ROMERYRYALILEE 
組 表 Cabby, E. W. 

GARE ROBERT MEE 分 光 分 
BL, Cr を 数 22 含む も の と , AH CK 
量 し か 含ま な い 二 つの タイ アプ 各 認 め た 。 
Cr を 光量 に 含む も の は 緑色 で , Noth 
Carolina 産 の 代表 的 な る も の は hiddenite 
と 呼ば れる 。 無色 , BH, 桃色 , wee 
で kunzite と いわ れる も の の Cr は 極め 
て 微量 で ある 。 桃色 に 着色 する の は Mn 
の 存在 に 原因 し , 特に Fe/Mn 比 の 低い 
ご と に 関係 する 。 ルミ ネジ ン センス, FH 
ブレ ツ セ ンス を 示す も の は Cr が 極 く 微 
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sk 
量 で ある 。 これら の 吸収 スベ ペク トル を X 
ARO RRS ORIBICOW CH ARE LS, 
緑色 の も の は 変化 が な い が , MoOBOM 
交 石 は 照射 後 Mn に 起因 する と 考え られ 
る 6400A OMUNH EAU To Z9300A 
に る も 特徴 的 な 吸収 帯 が 現われ る 。 fal 
ERGO 6400A 吸収 帯 は Cr に より , 
11000A は な V に よる 。 (Am.Min., 38, 
919~931, 1953) CLL 
7697, Rhodesia #® smithsonite 
Hiisbut. 6. Se 

Harvard 大 学 の 標本 中 か ら 見 出さ れ 
た , N.W. Rhodesia の Broken Hill 
人 鉱山 産 の smithsonite は 二 つ の タイ プ 
が ある 。 B{128.20.1}, £ {1.22.1}, 
FROM v {2413-1}: CA 
12} の 面 か ら な る も の は G=4.424 CH 
量 成 分 が 極め て 少 い 。 VY {2.5.7.3}, f, 
X {7.4.11.2} の 面 か ら な る も の は G= 
4.405 で 微量 成分 が 多い 。 両者 の 屈折 率 
は No=1.850, Ne=1.623. で ある 。 B 
B, X, j, Y, の 講 面 は 新 面 で ある 。 
(Am. Min., 39, 47~50,1954) [横山 〕 
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7698, BREBECRITV=-F 1/4 OK 
Blt RBA YB* Hsu, Jinzhwa. K. 
AYIA =~ MEH San gabriel 山地 
の 南東 部 Cucamonga Canyon 凶 区 に 
SHARERAKRMBAAGAP IIL 
RIE KART VAT AY PEGA 少量 ある 。 
サ ニ = デイ ン は 均一 な 内 部 を 取 巻 き 均 一 な 
周縁 が ある 6 内 部 は Or77) 2Vx=15°, 
z=b, B=1.526+, y=1.5274+, xAa 
=49。 7 周縁 部 は Orgy, 2ZVK=—302) Z= 
b, “B=1.528, y=1529, XjAa=8% 
草 長 石 一 カリ 長石 一 水系 


(Bowen & 
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Tuttle 1950) の 実験 で アル カリ 長石 は 
極小 融点 を も つ 型 の 完全 な DUAR 
つく る 事 が わか つた oOrssgAbsp より カク 
リ 分 多い 成分 の 央 融 体 か ら は 初め に カリ 
サ ニ デ イン が が 上品 出し , 更に 冷却 すれ ば サ 
は A 誠信 
し て カリ 長石 内 部 を 取 券 きも つと ソー ダ 
に 富む セ サ ニ ディ イン 縁 が 出来 る 。 本 地域 の 
サ ニ デ イン は 上 述 の 過程 を 示し て いる 。 

(Am. Jour. Sci., 252, 441~443, 


on (FH) 
7699, 北部 Wisconsin OBgkess8 —3z 
RBESROBBSAHR Leighton, 
M. W. 


北部 Wisconsin jh}, Ashland 南方 に 
DAM A -MABES KHixkeweenawan 
: 時 代 の 基 性 噴出 岩 類 の 狭い tr CaPBE Sv 
二 帯 か ら 成 つて いる 。 USED HAR aA 
最も 古く, 次 は 斑 牝 岩 , LARAOIRCHA 
し た 。 更に 新しい 基 性 岩 脈 (NSE 及 N70- 
75E (83%) が ある 。 こ の 複合 体 は Lake 
Superior H1mMAORe LRM BIL HS 
FEM BIHAR P ICAU te cd ak 
は 衝 上 断層 に 治 い REA IC BAL reo 
本 岩 中 に 二 つ の 構造 流動 構造 及び 週 期 的 
な 脱 状 構造 一 が ある 。 前 者 は 岩 体 賃 入 の 
REVOEAF SG Sic MULE CHAZ. 後者 
は 結晶 集積 の 結果 で ある 。 本 岩 中 の KM 
KA OMA 6 FIAET ZG RU BG 
の 同時 的 鉄分 濃 集 , AREAO ソー ダ 渡 
集 が み ら れ る 。 文 象 岩 は 斑 栃 岩 固 結 後に 
BAL 7efbi eR ORG TF AO 結果 で あ 
So Ae (—Hikic red rock & E33) O 
RARE ILM 変化 が 石英 と BATS 
micro-perthite の An 量 に 反映 し て い 
る た め , 共 融 関係 で まな いと 述べ る 。 BH 
栃 岩 と 文人 象 岩 と の 間 に は 狭い 中 間 帯 (最大 
幅 2008) BHSo COMACRE AIC 
接近 し FeO, TiO,, MnO, P.O; (8OR 


点 が ある 。 (geochemical culminations 


LBA) 又 本 帯 は 斑 惣 岩 に 比べ 同位 元素 
O18 /O16 の 値 が 大 で ある 。 此 の 中 間 帯 の 
化学 的 , 鉱物 学 的 , 構造 的 事実 は 斑 栃 岩 
に 対し 文人 象 岩 が 与え た MAME ORE 
果 を 示 お = 叉 本 地域 の BAER BHO 
alteraton る も 多分 文人 象 岩 か ら 放 射 さ れ た 
溶液 に よる 結果 で あろ う 。 (Bull. geol. 
Soc. Am., 65, 401~442, 1954) 
CTH} 

7700, 8A HER GIES ; REL 
LE DEORR Flicdman, G. E. 

共存 し 難い 鉱物 の 組 の 例 と し て , Bib 
Bt GV CO 研究 が な され た 。 
New York ® Cortlandt で は 鋼 玉 岩 
(emerybody) が 石英 脈 に 貰 か れ て , そ 
OPORiRG CERO RIO KR, 
Sapphirine, 柄 橋 石 , 斑 線 石 , SRA, 
が 生じ て いる 。 これ 等 の 安定 関係 は , 
ALO。-(Mg, Fe) O-SiO, 74 77 7AM 
表現 され る 。 BRERMABAUC BEI 
生ずる 場合 は , 必ず 石英 を 取 ま いて いる 
RUS RO TC, 王 に 分 離さ れ て いる 。 
失 品 石 と 東 酸 が 反応 し , BRO DMcse 
い , 次 の 順序 に , sapphirine, #F#7q+ 
EMA, 曹 青 石 を 生じ て いる 。 CO OBR 
は 上 の ダイ アグ ラム で , 作品 石 と 石英 を ・ 
結ぶ 直線 の 関係 で 示さ れる 。 (LUMA 
と 東 線 石 が , 次 式 3 (Mg,Fe) Al2O』 十 
5SiO, = (Mg, Fe SAI (SIOMN PF2ATSIOR 
に 従 つ て 一 点 ど し て 投影 され , X sapp- 
hirine, 23 2(Mg,Fe) 0O.2AL0;.SiO2 
® (2:2:1) MCRD SNAZBS CHS, 
Sean 7 Ce <, sapphirine, NRS 
く 本 樹 石 (pyrope-almandine) も 石英 と 
共存 し な い 。 «= (Jour. Geol. 62, 366~ 
374, 1954) i CB). 
7701, Kenya Basement ¥[x#Nt+3 
BE ORRRME lL TORR BORE 
Sandens Lael: 


指示 鉱物 を 用 いる 広域 的 な 研究 に 依る . 


i> 
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Sef BORARIZS 724} 化 作用 
DMB ERAODHR-KLCWS 事 
が 示さ れ て いる 。 著者 の 研究 し た Kenya 
Basement (Kenya は 東部 アフ リカ 
に ある 英 領 植 民 包 で , これ は Mozambi- 
quian 進 山 帯 の 北部 に 当る ) で は , ミグ 
マタ イト 内 の 結節 状 部 (knotted body) 
Rix ‘faserkiesel’ 中 , 及び ペグ マタ イ 
ト と 半 花 烏 岩 中 に , COBMBBEL Ox 
Bo この 様 な 事 は 変成 条件 に 依る と いう 
ょ り は , な しろ 後期 の 交代 作用 に 依る も 
の と 思わ れる 。 そ の 様 な 環境 で は , 鉄 物 
は , 変成 条件 の 指示 鉄 物 と し て の 価値 を 
失う の で , そ の 分 布 が 再 吟 味 さ れ , BRA 
を 含ん だ 談 成 し た 泥 質 岩 と “faserkiesel” 
ミグ ゲ グマ タ イト と の 問 の 関係 が 調べ られ た 。 
そし て ミグ マタ イト 中 の 弐 線 石 は 部 分 的 
AULA NER Rac 起因 する 事 
が 結論 され た 。 広 大 な 面積 に わた り Bae 
BEY, な し ろ 和 垢 線 石 が 広域 的 安定 を 
示し て いる 事 は , Kenya RNa 
成 度 条 件 が , 線 石 の 残 品 を 止め る 交代 
性 花 過 岩 の 局部 的 な 形成 で , そ の 最高 度 に 
達し た BATE EEO WE FOR 
事 を 示し て いる も の と 思わ れる 。 (Geol. 
Mag., 61, 144~152, 1954) 【〔 島 津 〕 


7702, 大理石 中 に 含ま れる アル カリ 元 
ROPKA MAMA Lelong, M. P., 
Hedge, ES, 

大 理 石 試料 100 ヶ 以 上 に つい て , Na, 
K, Li 等 の アル カリ 元素 の 含有 量 を 分 光 
分 析 に よ つ て し ら べ た 。 標準 試料 に は Ca 
(NOs). KD 5 YI S 7e CaCO。 中 
に 所 定 の アル カリ 元素 を 混合 し た も の を 
用 いた 。 Na は 0.001~0.067%, K は 
0.005~0:43%, Li は 0.0018% 以下 
で あぁ あり, Rb は 僅か 4 ヶ の 試料 に つい て 
の み 痕 跡 的 に 見 出さ れ た 。 Na の 含量 が 
多い 場合 に は 玉 と Na の 上 比 は 5:1 で 
あり K の 含量 が 0.2% 以上 の 場合 に 


の み Rb が 検出 され た 。 (Am. Min., 39, 


647~653, 1954) (EAD 
& Eek SB 


Nee ee 


7703, Lamaque Uj No.6 $hfiz 
HFS ABR OF BAG Smith, F.G. 
Quebec jh Bourlamaque sO: 
Lamaque 金山 に お ける No.6 鉱脈 か ら 
の 石英 に は 多く の 2 次 的 液体 包 有 物 が み 
られ る 。 こ の 包 有 4 物 を 大 する 石英 に つい 
て decrepitation 深 を 行い , 次 の 結果 を - 
得 た 。 1) 鉄 脈 中 の 各 箇 所 より 採集 し た 
試料 は 80°C か ら 124°C の 温度 で 
decrepitate する 。 2) その 温度 を 録 脈 
図 に た プロット し , 等温 図 を 作 代 し た と こ 
ABO PRAT 80°~80°C の 低温 
部 と な り , Crk) BMROMBCFT 
つれ て 温度 を 増加 し , 最 外 側 で 約 1209C 
の 最高 温度 に な る 。 3) BOG de- 
crepitation OO it FVCBEAL, whRe 
音 の 上 昇 が 急 な 場合 に は 人 金 の 含有 素 高 く , 
それ が 緩 か な 場合 に は 低 品 位 で ある 。 
4) 上 記 の 破砕 温度 は 石英 中 に 於 ける 液体 
AA MOF MERIC LO CHLL, これ は 
更に 包 有 物 生成 時 の 温度 及び 圧力 に よう っ 
て 変化 する 。 し か し 一 般 に は 圧力 に よる 
影響 の 方 が 大 きい 05) 2) の 等温 図 は 4) 
の 事項 より 等 圧 区 に 直す こと が 出来 Ae 
PEED 80°C kh 120°C まで の 増加 
は 圧力 6000 1b/in? の 増加 に 相当 し , 
鉄 脈 中 の 圧力 最大 色 配 は 2atm/ft に な 
So 6) SOURIS ARI LEA AH 
向 に 高圧 部 か ら 低 圧 部 に 流動 する 。7) GK 
液 の 導入 は 地質 構造 に 左右 され , SKIKE 
4D LED BRE Ot aE DO 接触 部 に 浴 
DaGLa Vesti LGUs Bg 
BRIMARBMOA REE 1) 石英 ・ 
FABHEGKD + HKG - ERGIROA mK, 
2) 断層 運動 に よる 鉄 脈 の 圧 砕 , 3) RA 
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SUID EF, 4) 2 次 的 液体 包 有 4 物 の 生成 
及び 自然 金 の 品 出 , と 考え て いる 。(Econ. 
Geol., 49, 530~536, 1954) CEA 
7704, Quebec, Kewagama,O’ Brien 
金山 に お + る vertical zoning Mills, 
J. w. 

AFI DODRALTVTROBA PR BE 
胎 せ る 金 鉄 脈 に お いて , その 垂直 的 変化 
を 金 及 び 銀 の 比 に 就き 絆 査 し た 。 即ち 約 
15 年 間 の 産出 量 を 混 来 法 の み の 時 と , IE 
素 潜 及び 書 化 法 両者 に よる 時 と に より 区 
別して , 3 ヶ月 毎 に 区 切り , 金 , MOLE 
_ を (Au/Au+Ag) x1,009 に より 求め た 。 
EMIZEZLIEREO AIC ED 回 収 が 行 
われ な た 時 に は , 地下 500~1,200 BRS 
は 深度 と 夫 に その 上 比 が 増加 し , 約 860 か が 
ら 5 900 に 増す 。 そ れ 以 下 の 深 さき で は それ 
より 漢 い ど の 部 分 より も 高い 910~930 
の 価 を 示し , 増減 し な い 。3500 FREY 
い 部 分 で は "900~910 の 高い 価 を RT 
DS, 金 の 再 沈 淫 に よる 場合 と , 銀 の 選択 
的 次 解 に よる 場合 と ぁ る が , COCKE 
者 は 多数 の 研究 者 の 解 恋 を あげ 循環 雨 水 
に よる 銀 の 選択 的 溶解 の 為 の We BILE 
用 を 考え て いる 。 深き さと 比 列 し て 増加 す 
る 部 分 は 初生 的 原因 に 基 ず くも る の で ある 
が , まだ 明らか で は な い 。 Eisher に よ 
る と 深き さと 共に 増大 する の は , 高温 高圧 
特に 温度 に 密接 に 関係 する と 述べ て いる 
が , その 説 は 全面 的 に は 一 致し な い 。 
Mill に よる と 彼 の 研究 で は 7 Ske 
1 KOA, 500 ROL FiCDHOT 
SAD We & (hk ike L CBB tke Ore 
= DER73 BAK L EORISED BY GIX 未知 の 
成因 的 関係 に よる 。 混 来 法 及 び HbR 
者 に よる 場合 も 同様 の 変化 を 示す 。 MEK 
脈 と 金 , 銀 の 比 の 間 に は 関係 は 存在 し な 
か つた 。 (Econ. Geol., 49, 423~430, 
1954) (ERAN) 
7705, BRS A—Y OShPth How Pw 


S30 9k Ohle, E. L., Brown, J. S. 
本 論文 は 東南 ミズ ー リ 鈴 鉱 地区 の 岩石 
KD, 変質 作用 , BRROMGXERUS 
の 成因 を 論じ て 居る 。 
SHEA BPE ROEM a tBReL,.. = 
れ を 上 部 カン プリマ に 属す る 百 雲 岩 , 点 
紋 頁 岩 , 頁岩 等 の 厚い 累 層 が 覆い , これ 
等 は 上 部 より 白雲 石化 作用 , MBER 
U fingering, 吾 結 品 作用 等 の 広 区 域 変 
成 作 用 を 示し , SRI RBS 
Wo URI SNEN OBR IC BAB 
VRAIR, IR, PORSORRAD SIGH 
PEL, COMME Ma ROE RPS 
於 ける 最 下 部 層 中 の 白雲 岩 の 落 解 に よる 
FUER RUC AE 5 SEIRFCLRSA IR) 重要 で あ 
D SKPR SAME EE 7 BEER & BT O HER 
岩 の , 北 東 の 軸 を も つ ア ー チ 構造 及び 北西 
方 向 の 断層 群 に よ ょ つて 支配 され , COR 
果 , SRSA RUA ANC 伸び て 居 
So ECRALBAODPINGARER, © 
PD AWN AAR OIER ST S 帯状 分 布 の 
(Met Zo CORMIABROZNA 
を 上 昇 し た 鉱 液 が 上 部 の 堆積 岩 中 に 導入 
し , 更に 水平 に 拡散 し て , ここ に 鉱床 地帯 
を 形成 し た と 考え られ る 。 fA RHK OB 
産 額 は 米国 に 於 ける 全 産 額 の 25~50% 
EHD, その 鉱床 範囲 は 巾 6 唱 , 延長 60 
RAYCELA, (Bull. Geol. Soc. Am., 65, 
201~221, 1954) [田代 3 
7706, Mexico, Guadalupe 鐘 山 に 
於 ける 鐘 石 支配 Whiting, F. B. 
当地 域 の 地質 は LE - FASE AHERES 
(灰色 石灰 岩 , 頁岩 質 石 灰 岩 , 黒色 石灰 
Bia) (2n5 Wr RE a< BS 
脈 よ りな り , GRIEVE SOS 1OON Ye ARE 
SIT EPO PICT Zo 鉱床 の 規模 
RECO taMlr ke GSeOvRR, 母 岩 
の 種類 に 影響 され , 1) RABRERBE 
切る 断層 中 に は 重 品 石 , WAS, BIA 
鉄 が 少量 認め られ る が 一 般 に 経 湾 的 価値 


ae 
{ 


AS され る 。 3) 


“DED ARISTA Te SASS EL PSR 
HRPACK, TPAC ASAEKL, 


粘土 , 砂 , Resa 


・ 機 物 が 少し し か 到達 し な いこ 


は 少 い 。 2) 石灰 岩 を 切る 断層 中 に は 厚 さ 


2.5 ROUEOMASERR DG k SA 
此 の 中 に 方 鈴 鉄 , TASER SASK O GE 
斑 岩 脈 を 切る 断層 中 に 
は 最も 良質 の 讐 体 が 発達 し , 水平 断層 と 
帯 中 に 内 
WD] D ZEKRD 
ある 場合 に は 引き つづ き 重 品 石 , BR, 
元 解 石 が 充 堀 し て いる 。 tre - AA 


混合 角 春 中 の 鉄 石 は 品位 良好 で ある が , 


その 周縁 部 の 頁岩 また は 琉 岩 の みよ りな 
る 角 奏 帯 中 の 品位 は 洛 次 低下 する (AIS 
認め られ る 。 (Econ. Geol., 49, 493~ 
500, 1954) (PSB zz) 
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7707, PRAARVAF ZEISS 
か ら 得 た 現世 暴 績 物 Carsola, A. f. 
アメ リカ 海軍 の 援助 の も と に 組織 され 
た Beaufort 海 科 学 探 険 隊 は 今日 迄 事実 
上 未知 の 地域 で ぁ つ た 北極 海 地域 の 物理 
HES, EWA, 地質 学 上 の 数 々 の 資料 を 
提供 し た 。 Beaufort 海 と Chukchi 海 
は カチ ナダ 群島 か ち ノ バ ヤ ゼム リヤ に わた 
る 一 つの 堆積 区 の 一 部 で あぁ あり, この 地域 
の continental slope と shelf の 大 部 
分 は 細か い EROS E NbN CWB 
shelf 上 の 堆積 物 は 泡 決 が 悪く 相当 量 の 


glacia} marine 


sediment と 呼ば れる も る の に 類似 し て い 
る 。 この 地域 は 相当 量 の 有機 物 の 供給 が 
ある に る も 拘ら ず 堆 積 物 中 の 分 解 し 得る 有 
機 物量 は 少な い 。 これ は 沈 積 速度 が か な 
り 早 いい に も 拘ら ず , 堆積 物 が 酸化 され 名 
い 環 境 に ある た め と 考え られ る 。 堆積 作 
用 は 物理 的 環境 に より 強く 影 絡 さ れ , = 
の 地域 で は 殊 に 水 が wave action, 運搬 
作用 に 大 き な 役 割 を 演じ , 海水 中 の 酸素 
量 が 豊富 な こと と , BECOHLAVEA 
LOR, 生 


a #55 


成 さ れ た 堆積 物 の 特徴 は 実際 に は 堆積 作 
FA2S4B OE 7p OVC EAE WO 堆積 作用 を 示 
し て いる 。 上 述 の ご こと か ら 北 極 海 の この 
地域 の 堆積 物 は 石油 根源 物 に 逐 し いと 言 
える 。 従 つて 地質 時 代 の 含 油 堆積 物 は 今 

上 日 こ の 地域 を 支配 し て いる 状態 と は 全く 
違 つ た ある 状態 下 で 生成 され た も の と 言 
Ako (Bull. Am: Assocs Petrol: 
Geol., 38, 1552~1586, 1954) (HA) 


7708, 石油 及び ガス の 差別 的 集積 
Gussow, W. C. 

互 に 連続 し て い BS 
nnected reservoir) ¢ & Y ’E & Fre 
な 石油 と ガス の 産出 状態 
ERE UNS OCS Scie OU 
の 説明 は 今日 まで 十分 で な か つた 。 即ち 
一 見 如何 に も 石油 集積 に 良好 な 構造 の 
うに 見 えな が ら oi field と し て より る も 
gas field ELCMUL THR), Bowtk 
BE OVWMIKe HL: DTAZL EMER 
ある が , これ が どん な 原因 に 基づく の か 
今日 まで 看過 され て き て いる 。 CNV 
く 簡 単 な 原 理 に より 説明 され る 。 1) 炭化 
水素 は 一 定 の 移動 行路 に 治 う て 進む 。 移 
動 行路 は structure contour に 垂直 で あ 
Bo 2 炭化 水素 は ー の 細 流 と な つて 移動 
する 。3) ある trap が 上 述 の 移動 行路 上 
に 位置 し て いる と き , その trap は 石油 
或いは ガス で 充 た され る 。 炭化 水素 の 移 
動 行路 外 の trap は 塩水 で 充 た され る 。 
4) trap が ガス の み で 十分 充 た され た 場 
合 は 石油 は アッ プ デ ィ イッ プ の 方 向 に 移動 
し を の 6rap lige oil trap & LT 
REET ZTE §=FEO CAI Fi7z S Nie 
trap laf@k72 gas trap LL CTAwTt 
ある 。5) differential entrapment の 
原理 は 石油 及び ガス が 境 距 離 ま で 移動 し , 
右 油 母 層 が 大 き な ダ ウン デイ ィ イッ プ の 堆積 
委 地 内 に 発達 し て いる と いう 仮定 に 基 づ 
いて お り , 従 つ て 広域 的 な 石油 移動 が 経 


(interco- 


“anomalous” 


$556 a DUR AS 


TAA 7h MARR ANIC AA KR CHS L 者 
えら れる 。 H.O differential entrap- 
ment の 原理 は 多く の 実例 に よ つ て 示さ 
れ , カナ チ ナダ, アル バー タ の Bonie Glen- 
Wizard 湖 に 旅 ける 例 を 始め , これ まで 
の 講 文 献 か ら 数 多く の 実 列 を 挙げ る こと 
DHEA. (Bull. Am. Asssc. Petrol. 
Geol., 38, 816853, 1954) [田口 


7709, BESIX FMT SAOFLIES EE 
EORIZIZDlUyT Gaither, A. 
SAD AOMBAILOR ENC 関し て 
は , 1949 年 に Taylor, Manry 等 の 研 
BR HY, 更に 1950 年 に は Beaudry, 
1951 年 に は Hays に よる 種々 の 面 か ら 
DWH HA FRCL CH 古く か 
ら 多 く の 人 々 に よ ょ つて 研究 され King 
(1898 年 , Lee(1919 年 ), Trask(1931 年 ), 
Graton(1935 年 ), Frazer(1935 年 ,1942 年 ) 
等 に よ つ て 5 引用 され , 堆積 の 方 法 , Yak 
BERIT OPER, 粒度 等 が この 関係 を 大 き 
くく 左右 する と し て いる 。 著者 は Petr 砂 
BO 14 箇 に つい て 薄 片 に よる 顕微 鏡 的 観 
祭 と 研究 薄 片 に よる 実験 を 試み て いる 。 
砂岩 に 関し て は 粒 の 大 き さ , EVE, 円 
BEE, 更に 機械 分 析 を 行い , DPR 
関し て は 硬度 等 を 測定 し , FURR ORR 
的 測定 を 行い , 著者 は 特に 研 魔 面 に 於 け 
る 反射 光 を 利用 し て 砂粒 の 接触 状態 に つ 
いて 観察 し , 粒 の 接触 数 と 接触 の 状態 の 
百分率 と 孔 隙 率 に つい て 比較 し , 薄 片 と 
研 麻 面 と の 比較 表 を 孔 隙 率 と 対比 し な が 
ら 議 論 を 進め て いる 。 Peter 砂岩 に 関し 
て は 孔 隙 率 が 約 37%, 砂粒 の 接触 度 が 
0.85, 砂粒 の 接触 し な いも の が 46%, 31 
MS 1 つの 接触 , 16 が 2 OM Efi, 
6% が 3 つの 接触 , 19%6 が を つの 接触 を 
有 有 し て いる 。 又 接 触 点 の 形状 に つい て は 
77 6 が 点 接触 を 行い , 17 % が 線 状 の 接 
fil, 6 % te thO Befihe A LCBO x 
AL VEYA PWD BLO FOR WS 重要 な 意味 


EHOLLEMUETWHS, (Jour. Sed. 
Pet., 23, 180~195, 1953) [阿部 } 
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7710, カナ ダ 産 石炭 中 の ゲル マニ ウム .- 
Hortescue,Jt Ax-G, 

British Columbia 大 学 所 蔵 の British 
Columbia, Yukon 及び Northwest 
Territories PEA ReREAR 24 個 を 分 光 分 
析 的 に 研究 した と ころ Ge が 6 個 の 
標本 に 認め られ , 特に Hornadey River 
NWT Cape Gantion BCR 
試料 は C0.1% 以上 を 含む 。 Celik EP 
で , 一 様 に 濃 集 し な いか ら , BORA 
を 組織 的 に すれ ば , 含 Ge の 石炭 を 産 す 
る 談 層 に 於 て , より 高度 な Ge RRO 
BEIER HA, MAKES AR, マッ 
T DAG 2 PANTS Dek 0 orate 
灰 化 し た も の の 方 に Ge 以外 の 微量 元素 - 
が 認め られ た 。 (Am. Min., 39, 510~ 
519, 1954) Cai. 

ee 8 物 
7711, RR RHOMDAVHWA (I) 一 
PIAFA bHODBAAOHS 
Gruver, R. M. 

各地 か ら 産 し た 数 個 の アラ ゴナ ィ ト RM 
RNLOW CREAMS @ TOT 6 24 
420° か ら 480° の 間 で 吸熱 反応 が み ら 
れる 。 そ の ピー ク ERATURE 455° で 
HBA, Hic Indiana 州 Wyandotte pe 
DY GENIE SOU, A? Fils OS 
CESHMOM4OMEIC 加熱 し ノレ ルコ 
を 用 いて , 生成 物 を 験 し た 。 方 解 石 の 生 
成 は 435°C 附近 か ら 始 め ら れ , 455°C 
に 於 いて 最大 に 達し , 500°C で 完了 する 。, 
LIMBS 700~800°C fie CaO に 分 
解 し 始め , 900° で は 完全 に CaO DA 
tiAs (jour. Am, Cer. Soe 4 
171--174, 1951) (EA) hy 
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GI PSF EVE Reh OE RUBE — Ae BOF KE O BET FH — 

(81H) 大 楽 毛 の 沖積 泥炭 層 の 花粉 分 株 i 岡崎 = HK 
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GLAD BERALRRIC BIT SAAMI SE GK CIA) Cc BH CK ve ry 

ONDA oe es Ieee ie at ee ies ce 
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